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一 フロンティア空間における特殊海産物利用の一事例一
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  On the Diversification of the Tropical Trepang Resources: 

A View from the Frontier Society in the Maritime Southeast Asia

Jun Akamine

　東南アジア海域世界の人々は,香 料や乾燥海産物などの生物資源をもとめて

移動分散を くりかえす傾向が強い,と 指摘されてきた。本研究の目的は,人 々

の移動を誘発 した資源のなかでも干ナマコに焦点をあて,ナ マコ資源の経済的

価値の多様性と利用状況について報告することにある。従来の海域世界論研究

では,干 ナマコやフカのひれなどの乾燥海産物をめ ぐる人の移動とネットワー

クに着目する必要性が唱えられてきたものの,実 際の流通事情を調査 したもの

はほとんどなかった。また,干 ナマコも一元的に高級食材 として理解されるに

とどまっていた。ところが,現 在のフィリピンでは20種 の干ナマコが生産され,

高級種と低級種との価格差が30倍 におよぶ ように,干 ナマコ資源の価値は多元

的である。さらに,近 年においては低級種の価格は上昇する傾向にある。また,

香港やシンガポールなど干ナマコの主要消費地 とフィリピンでおこなった聞き

取 り調査によって,多 様な経済的価値をもつ干ナマコが,高 級料理と大衆料理

の異なった料理に区別されて使用されていることがあきらかとなった。そのよ

うな消費概況と各種の統計資料から,本 稿はフィリピンのナマコ資源の特徴を

低級種の大量生産にもとめた。そして,パ ラワン島南部マンシ島の事例にもと

ついて,そ の仮説の実証を試みた。マンシ島でみ られる干ナマコ生産の現状を

「フロンティア空間の重層性」と解釈 し,ナ マコ資源の価値変化に敏感な漁民

像を記述 した。
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   In this paper I discuss variation in trepang or holothurian resource 

utilization in the Philippines generally, and on Mangsee Island, in the 

southern part of Palawan Province. Many scholars working in 

Southeast Asian maritime societies have noted the dynamic human net-

works involved in pursuing dried sea products like trepang or shark fins. 

However, few scholars have dealt with the actual materials of the trade. 

This paper establishes that 20 species of trepang are traded in the 

Philippines at present, and that the price of the most expensive is some 

30 times greater than that of the cheapest. Moreover, in recent years, 

lower quality trepang has been acquiring more commercial value. 

Trepang today is not just an exclusive expensive foodstuff as mentioned 

in historical records it is also an ordinary material used in the present. 

The cheaper trepang species are consumed more than ever before in the 

Philippines and elsewhere. One of the most important aspects of the 

Philippine trade is that the country exports a huge volume of trepang of 

lower commercial value. Here, I interpret fishing activities on Mangsee, 

where mostly lower value species are harvested today, in relation to the 

island's 30 year history as a location for modern frontier settlement.

1.は じめ に

2.19世 紀 初 頭 ・20世 紀 初 頭 に 流 通 し て い

　 　た 干 ナ マ コ

　 2.1　 19世 紀 初 頭 に 流 通 して い た干 ナ マ コ

　 2.220世 紀 初 頭 に 流 通 して い た干 ナ マ コ

3.フ ィ リ ピンで 流 通 す る干 ナ マ コ

　 3.1現 在 流 通 して い る干 ナ マ コ と価 格

　 3.2　 ナ マ コの フ ィ リピ ン語 名

　 3.3　 ナ マ コの 種 と価 格 の 関 係

　 3.4　 価 格 と流 通 種 の 変 遷

　 3.5　 フ ィ リ ピ ンの干 ナ マ コ生産 の 世 界 的

　 　 　 位 置 づ け

　 3.6　 フ ィ リピ ン産 干 ナ マ コの主 要 輸 入 国

4.マ ン シ島 に お け る干 ナ マ コ生 産

　 4.1　 マ ソ シ島 の概 要

　 4。2マ ン シ島 の ナ マ コ漁

　 4.3　 共 同 潜 水漁 の 操業 形 態

　 4.4　 マ ソ シ島近 海 で獲 れ る ナ マ コ

5。 ナ マ コ食 文 化 の ひ ろ が り

　 5.1小 売 りされ て い る干 ナ マ コ

　 5.2戻 し売 りされ て い る干 ナ マ コ

　 5.3　 ナ マ コ食 の 多様 性

6.む す び

　 1.は じ め に

　多島海と熱帯多雨林にかこまれる東南アジア世界は,過 去,何 世紀にもわたって海

洋資源や森林資源を域外の世界へ輸出してきた。 ことに,16世 紀にナツメグやニクズ
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クな どの香料 と白檀 や沈香 な どの香木 をも とめ て,西 洋航海者たちが東南 アジアへ到

来す るよ うにな った史実は有 名であろ う。18世 紀には,香 料にかわ って干 ナマコや ツ

バ メの巣な どの乾燥海産物 がお もな輸 出品 となる。 ところが,香 料 も乾燥海産物 も産

地の島 々には利用す る文化 がな く,そ の生産 と加工は外部世界に生 じた需要 にお うじ

て な された点 で特 徴的であ る(立 本1999:126)。 現 在 では,真 珠 貝や タカセガイな

どの非食用海産物 も,も っぱ ら輸 出を 目的 と して漁獲 されている。 本稿 では,こ の よ

うに 自家消費 されず,輸 出 目的 で生産 ・加工 され る海産物を 「特殊海産物」 とよぶ1)0

　 生 物資源の獲得や流通 にさまざまな人 々が介在 してい ることが指摘 され ているよ う

に(秋 道1995),東 南 アジア海域世 界の特質 と して,特 殊海産物 をめ ぐる人間の移動

分散性 と商業志向,ネ ッ トワーク性の3点 が考 え られ る(立 本1999;鶴 見1999b)。

な かで もその傾 向が如実 にあ らわれ る社会空間が,都 市 と開拓地 である2)0

　 これ ら 「フロンテ ィア空 間」 の調査研究を とお して,東 南アジア海域世界像をあ き

らかに しよ うとす る試み が,近 年 さか んであ る。立本成文は,フ ロソテ ィアを 「中心

に属 しない周辺部,既 成 の伝統 ・境界 にとらわれない社会空間」 と定義 してい る(立

本1999:228-229)。 こ こでの フ ロンテ ィアは,国 家や制度 の周辺部 だけでは な く,

生 態学 でエ コ トーソ(ecotone)と よぶ,ふ たつ の生態 系の移行帯 もふ くむ概念 であ

る。た とえば,森 林生態系 と海洋生態系 との中間に存在す る汀線や海浜,マ ングR一

ブな どの移行帯 が,両 生態系 にとって のフ ロンテ ィアである。つ ま り,エ コ トーソに

産出す る生物 資源 の生産 と流通をめ ぐって,さ まざまなネ ッ トワー クが介在 し,人 々

が積極的 に移動 を く りか えす世 界が東南 アジア海域 世界 なのである(立 本1999;田

中1993;1999a;1999b)3)0

　 本 稿で報 告す るフィ リピソ共和国の マンシ(Mangsee)島 は,マ レーシアとの国境

か らわずか1海 里(1.6キ ロメー トル)に 位 置す る小 さな隆起 サ ンゴ礁島 である。 人

口お よそ6,000の ほ とん どは,1970年 代 に フ ィリピン南部 で展 開 された 内戦 の避難 民

であ る。難民生活の当初か ら,か れ らは南 シナ海 において ダイナマイ ト漁をお こない,

生 計をたててきた。 さらに1990年 代 初頭か ら,マ ンシ島漁民 たちは同海域で ナマ コ潜

水漁を開始す る ようになった。3週 間弱の操業で,ダ イバーたちは 日本 円に して20万

円 もの高額な報酬を手 に した とい う。 ナマ コ潜水漁 に湧 くマ ンシ島の繁栄は,「 黄 金

の島」(money　 island)と して しられ,大 量の ダイバー人 口が マ ンシ島に流入 した。

　現在 では,マ ンシ島住民のほ とん どが ダイナマイ ト漁 とナマ コ潜水漁のいずれかを

生業 としている。 また,生 活物資のほ とん どを まかな うマ レー シアとの国境貿易 もさ

かんである。 島の開拓か ら30年 がす ぎよ うとす る今 日,マ ンシ島は活気あ る空間を醸
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しだ している。 国境地帯の移民集落であ り,島 民の生活 が掠奪的 な資源利用に依存 し

ている点 で,マ ンシ島の事例は 「フロンテ ィア空 間 としての東南 アジア海域世 界」 を

考察す るのに格好 のモデルにな るとお もわれ る。

　 マ ンシ島漁民 の生活について,わ た しは ダイナマイ ト漁 とナマ コ潜水漁を中心 に報

告 した ことがあ る(赤 嶺1999a)。 そ して,人 や物,資 本の移動を具体的 に とらえる

ため,漁 業活動 のみ ならず,漁 獲物の流通経路 に関す る調査 を継続 して きた。その結

果,マ ソシ島の漁業活動は,複 数のネ ットワー クに よって成立 してい ることがあ きら

か とな った。 た とえば,ダ イナ マイ ト漁 では タカサ ゴ(Caesio　 spp.)が 捕 獲対象 と

され,漁 獲物 のすべ てが塩干魚に加工 され,フ ィ リピン南部 ミソダナオ島に出荷 され

ている。 同島に展開す るプランテーシ ョソの労働者 が,そ れ らタカサ ゴ塩干魚のお も

な消費者である(赤 嶺n.d.)。 一 方,干 ナマ コはマ ニラを経 て,お もに香港 や韓 国,

シ ンガポ ールへ輸 出 され ている(赤 嶺1999b;Akamine　 1999)。1998年10月 現 在,マ

ソシ島では20種 の干 ナマ コが生産 されていた。仲 買業者 は,そ れ らの干 ナマコを50等

級以上に分類 してお り,最 高級 品 と最低級品では50倍 に もお よぶ価格差がみ られた(赤

嶺1999C)。

　 多様 なナマ コが 「資源」 と して開発 され る要 因 として,ナ マ コ資源その ものの減少

と1980年 代 以降の中華人民共和国に よる消費の増大 の2点 が指摘 され ている(McEl-

roy　l990:5)。 た しかに,中 国に よる消費 の拡大傾 向は統 計資料か らも裏づけ る こと

がで きる。 しか し,従 来利用 されて きたナマ コの資源量が低下 したため,そ の代用 と

してあ らたな種 が経済的価値を もつにいた った とす るマ ックエル ロイの仮説 は,あ ま

りに も一面 的す ぎるであろ う。あ らたな種 の開発 を 「玉突 き現象」 ととらえ るマ ック

エル ロイは,そ もそも高級種 と低級種 とが同様 に調理 され るこ とを前提 としてい る。

しか し,1980年 代 後半 の ソウルでは,国 産 干ナマ コを もちいる高級料理 とは別に,麺

や妙飯な どの具 として廉価 な熱帯産ナマ コを もちいる大衆料理が流行す るよ うにな っ

た(赤 嶺1999c)よ うに,消 費現場 では多様 な需要が併存 してい る。消費形態 への視

野にかけ るマ ックエル ロイ説は,前 提条件 じたいをふ くめて再検討を必要 とす る。

　 特殊海産物 が東 南アジア海域世界におけ る主要 な生物資源 であることを指摘す る研

究はおおい。 しか し,特 殊海産物の流通や需要 とい った市場性を視野にいれた研究 は

少な く4),そ の経済 的価 値の多様性 に着 目した ものはほ とん どなか った。た とえぽ,

東 南 ア ジアの港市 国家をあつか った論 文集r東 南 アジアの港 市 と政 体』は,ナ マ コ

{trepang)と してHolothuria　 edulisを あ げてい る(Kathirithamby-Wells　 and　Villiers

l990:253)。 しか し,　Holoth　uria　edulisの 経 済的価値は,現 在の フ ィリピンで流通す
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る干ナマコ20種のなかで16番 目であ り,も っとも高価なものの13分 の1の 価格(赤 嶺

1999c:58)に す ぎない。 したがって,　Holothuria　edulisを 代表的なナマコとするの

は不適切であろう。

　干ナマコにしろ,フ カのひれに しろ,特 殊海産物が東南アジア海域世界を特徴づけ

る資源である以上,資 源が もつ特質の細部に着目するべきである。そのためには,特

殊海産物の市場性はもちろんのこと,特 殊海産物の資源量や漁撈 技術などの歴史的変

遷と現在の実態を多角的に検討する視座が不可欠である。そこで本稿では,こ れ まで

等閑視されてきた干ナマコ資源のもつ多様性に着目して,マ ソシ島で生産 される干ナ

マコとその流通過程について報告 し,フ ィリピンにおけるナマコ資源の特徴をあきら

かにしたい。まず,ナ マコ資源利用の歴史的変遷をみるため,19世 紀初頭 と20世紀初

頭に商品化されていた種について鳥瞼する(第2節)。 次に,現 在のフィリピンで流

通しているナマコの種を報告 し(第3節),マ ンシ島の事例を検討する(第4節)。 そ

して,香 港や上海など干ナマコの主要小売 り市場 と消費現場の概査(survey)に もと

ついて,ナ マコ食文化の拡大について検討する(第5節)。 最後にフロンティア論か

らみたマンシ島における生活空間について,若 干の考察をおこない,む すび としたい。

2.19世 紀 初 頭 ・20世 紀 初 頭 に 流通 して い た干 ナ マ コ

　鶴見良行は,今 日みられるナマコ食文化が過去2回 の変遷を経て形成されたと想定

している(鶴 見1999a:351-352)。 まず,原 初形態として,山 東半島か ら遼東,朝 鮮,

沿海州にいたる東北アジア沿岸部に救荒食品 ・保存加工食品として干ナマコの加工が

生じる。そこに外来の道教医学と狩猟遊牧民族の獣肉食文化がむすびつく。 これがナ

マコ食文化の第1段 階である。道教と接触 したことで,干 ナマコは救荒食品か ら不老

長寿の仙薬 と認識されるようになった。ナマコ食文化の第2段 階は,14世 紀の元朝末

期に漢人によって洗練される時期である。そして,ナ マコ料理は清代に宮廷料理 とし

ての地位を獲得 し5),ナマコ食文化の第3段 階をむかえる。

　たしかに漢語で 「海参」と記す干ナマコにかぎらず,干 アワビ(飽 魚)や フカのひ

れ(魚 翅)な ど,海 産物の乾燥材料が中国料理に普及 したのは清代である(松 浦

1972;荒 居1975)6/0と ころが清の巨大な需要は,国 内の生産量だけではまかなえき

れず,供 給不足分は日本や東南アジアか らの輸入に仰がざるをえなかった(彦1994:

793)。 残念ながら,東 南アジアで干ナマコがいつから生産加工されるようになったか

をしめす明確な史料はない。 しかし,フ ィリピン南西部のスル諸島で18世紀中葉以降
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に干 ナマコの生産 が活発化 した史実か ら,同 諸 島におけ る干 ナマ コの生産開始時期は,

17世 紀 末か ら18世 紀初頭 であ った と推察 でき よう7も

　 ポ ロ(Jolo)島 を 中心に,ス ル諸島には15世 紀初頭 か らイス ラム王 国が成立 してい

た。 スル王国 とよぼれ るこの港市 国家 は,18世 紀 中葉以降,中 国 とイ ン ドをむすぶ中

継貿 易の基地 として勢 力の拡 大をみ た。 イ ン ドを拠 点 とす る英 人私貿 易商(カ ン ト

リー ・トレイ ダー)た ちが,イ ギ リスへ輸 出す る茶を購入す るため,中 国向け商品を

もとめ てスル王国 と交易を開始 したため である。英人私貿 易商たちは,ス ル王 国か ら

干 ナマ コや ツバ メの巣,真 珠 貝,酪 甲,蜜 蝋 などの海洋資源 と森林 資源を購入 し,ア

ヘ ンや武器 ,弾 薬,綿 織物 な どを売 り込 んだ。交 易が拡大す るに ともな って,ス ル王

国側 では,輸 出商品を生産 し,集 荷す るため の労働力が不足 した。 そのため,ス ル王

国の王族や貴族は奴隷調達 を 目的 とす る海賊を組織 した。特殊海産物 の輸 出が増大す

ればす るほ ど,ス ル王国内に流通す る銃器や弾薬類な どの戦略物 資 も増大 し,海 賊行

為 をさらに刺激 したのである(Warren　 1985)。

　 特殊海産物のなかで も,干 ナマコは,ス ル王 国の主要な輸出品であ った。た とえば,

1805年 か ら1830年 に スル王 国か らマ ニラ港へ 入港 した商船67隻 の うち,7割 をこす48

隻 が干 ナマ コを積 載 していた。なか には50ト ンの干ナ マ コを積 む船 もめず らし くな

か った。1835年 に スル王国か らマニ ラに輸 出 された干 ナマ コは600ト ンに ものぼ り,

そ れ らの採取 と加工 には20,000人 が 従事 していた と推 定 され てい る(Warren　 1985:

61-70)g�

　 これ らの熱帯産干ナマ コは中国南部広東省 の広州へ水揚げ され,広 東 周辺 で消費 さ

れ た と考 え られ る(松 浦1972:24)が,ス ル王 国か ら輸 出 され た干 ナマ コは,ど の

ような経済的価値を もっていたのだろ うか。本節では,19世 紀初頭 と20世 紀初頭 に流

通 していた干 ナマコの種 とその特徴 につ いて検討す る。

2.1　 19世 紀初 頭 に流通 していた干 ナマ コ

　 19世 紀 初 頭 の マ ニ ラ 税 関 で は,干 ナ マ コ は 表1に しめ した よ うな3等 級 に 大 別 さ れ

て い た(Warren　 1985:61)。

　 不 明 の タ ク タ コ ン(tactacong)を の ぞ い て,表1の ナ マ コ は 現 行 の 名 称 か ら 次 の

よ う に 推 定 で き る 。 バ カ ル ゴ ス(bacalungos)は パ ク ガ ン(bakungan;Holothuria

nobilis),モ ナ ン(monang)は ム ナ ン(munang;Actinopyga　 spp.),タ リ ポ ン

(talipong)は タ リパ ン(tabpan;Thelen　 ota　ananas),ア ギ ナ ン(anginang)は ハ ギ

ナ ン(hangman;Stichopus　 variegatus)で あ る9/。 マ ニ(mani)は,タ ガ ロ グ 語 を は
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　　　　　　　　　　　表1　 19世紀初頭のマニラで流通していた干ナマコ

等 級 ナ マ コ

第1等

第2等

第3等

bacalungos,　 monang,　 talipong

tactacong,　 anginang

manrmanr

出 所:Warren(1985:61)よ り筆 者 作 成 。

じめ とした フィリピン諸語のおお くで,ピ ーナ ツを意味す る。そ して,重 複 したマ ニ

マ ニ(mammani)は,小 さな ピーナ ツを さす。 しか し,千 ナマ コの仲 買人は,親 指

の第一関節 ほ どの大 きさのActinopyga　 spp.を 干 した ものをマ ニマ ニとよんでい る。

この ことか ら,マ ニマニは種名ではな く,む しろ,ピ ーナツみたいに コロコロした綾

小ナマ コの総称 と考 えるのが適切だ とお もわれ る。 マニマニのみが第3等 に分類 され

てい ることも,そ の傍証 とな る。 したが って,19世 紀 初頭のマ ニラでは,お お くて も

4,5種 の ナマ コしか流通 していなか った と推察 できる。 しか も,マ ニマ ニをのぞ くす

べてが,現 在 で も高価 なナマコであ る点が特徴 である。

　次に,ス ル海域 とともに干 ナマコの主要産地 とされ ていた スラウェシ島のマカ ッサ

ル(Makassar)港(太 田1915:290)の 流 通事情 を検討 しよう。1810年 代 に マカ ッサ

ル市 場 で 取 引 きされ た干 ナ マ コに つ い て,英 国東 イ ン ド会社 の クロ ウフ ォー ド

(Crawfurd)が 記 録を残 している。著書r東 イ ン ド諸 島の歴史』のなかで クロウフ ォー

ドは,「 干 ナマコは もっ とも取引額 がおお きな海産 物で,す くな くとも30種 類に分類

されてい る。価 格の安 いもので ピクル(60キ ロ グラム)あ た り5ス ペイ ン ドル,最 高

種はそ の14倍 に もな った」 と記述 してい る10)。さ らに,「 ナマ コの商業 的分類は,奇

妙かつ細かいため,門 外漢 は干 ナマ コの取引に参 入で きない」 と記 し,19組 の 名称 と

価格を記録 してい る(Crawfurd　 1820:442-443)。

　 門外 漢を 自認 す るだけ あ って,ク ロウフ ォー ドは大(basar),中(tangah),小

(kachil)な ど寸法 に よる分類 も,ま たマ レゲ(mareje)や カユジ ャワ(kの ・μノawa)

な ど オース トラ リア北部 の産地 にちなむ銘柄 ともい うべ き商品名 も個別種 と考 えてい

るti)。マ レゲや カユジ ャワは,英 人航海士 ブ リンダース(Flinders)が コ ロ(kano)

や バ トゥ(baatoo)と 記 した ナマ コ(Flinders　 1814:231)で あ った可能性 がたか い

(村井1985:70)12)0

　 そ こで,ク ロウフ ォー ドが記載 した名称 と比較 す るため,東 イ ソ ドネシア地域 にお

ける干 ナマ コ流通の現況をみてみ よう。1997年10月,中 部 ス ラウェシ州ル ウ クバ ソガ

イ(Luwuk-Banggai)県 パ ギ マ ナ(Pagimana)と 東 ヌサ ・トゥ ソガ ラ州 クパ ン
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叢2a　 パギマナにおける干ナマコのキログラムあた りの冒付け価格(1997年10月2日)

学名 方名 ル ピア 日本 円i)

1 Actinopyga　 spp. hitam 30,000 iosa

2 B.argus bintiq 14,000 490

3 B.graeffei donga 5,000 175

4 Bohadschia　 sp. alolo　 heli 3,000 105

5 Bohadschia　 sp. alolo　 kawasa 7,000 245

6 Bohadschia　 sp. karido　 w 12,000 420

7 H.atra cera　 hitom 6,000 Zia

8 H.fuscogilva koro　 putl 50,000 1,750

9 H.fuscopunctata2) kuning 5,000 175

10 H.nobilis koro　 batu 20,000 li

11 H.scabra buwang　 kulu 70,000 2,450

12 S.ch[oronotus
.

ノ卿0η9 30,000 1,050

13 S.variegatus gamaq　 batu 30,000 1,050

14 S.variegatus gamaq　 kasur 30,000 1,050

is S.variegatus gamaq　 lanaq 30,000 1,050

16 T.apax duyung 7,000 245

17 不明 cera　 cokolat3> 7,000 245

18 不明 cera　 halus 5,000 175

19 不明
　 　 o

"矧 θη8 1,500 53

20 不明 raja4> 20,000 11

21 不明 sapatu5) 20,000 11

出所:聞 き取 りに よ り筆 者 作 成 。

　 注:1)1,000ル ピア が35円 に相 当 した 。

　 　 　2)Cannon　 and　Silver(1994)は,　 H.　axiologaと して い る。

　 　 　3)フ ィ リピ ンでbrown　 beautyと よぽ れ る ナ マ コで あ る。

　 　 　4)フ ィ リピ ンでhudhudと よば れ て い る ナ マ コで あ る。

　 　 　5)フ ィ リピ ンで はkhakiと よぼ れ るナ マ コで あ る。

(Kupang)で 取 引 き さ れ て い た 干 ナ マ コ の 名 称 を 表2aと2bに 掲 げ た 。 表2よ り,

ブ リ ン ダ ー ス が コ ロ と バ ト ゥ と 記 載 した ナ マ コ は,そ れ ぞ れH.ノ�cogilvaとE.

nobilisを さ す と理 解 で き る 。

　 現 在 の と こ ろ,tacheritang,　 tundang,　 mosl,　 pachang-gorengを 同 定 す る 資 料 は な い 。

直 訳 す る と 「コ ン コ ン の 糞 」 を 意 味 す る タ イ コ ン コ ン(tai-kongkong)は,パ ギ マ ナ

で は ガ マ(gama;S.　 variegatus)の 別 名 と さ れ て い た 。 した が っ て,19世 紀 初 頭 に マ

カ ッサ ル 港 で は,す くな く と も 以 下 の12種 が 流 通 し て い た と 推 測 で き よ う(表3参 照)。

価 格 の 高 い 順 に,① タ チ ェ リ タ ンtacheritang,②H.　 fuscogilvaも し くはH.　 nobilis

(バ ト ゥbatu,マ レ ゲ 〃zareje,カ ユ ジ ャ ワkayu/QWQ),③A　 ctinopyga　 SPP.(イ タ

ム1ﾍQ〃1),④ ト ゥ ン ダ ンtundang,⑤H.　 scabra(バ ン ク リ ッ トbankulit),⑥S.
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　　表2bク パンにおける干ナマコのキログラムあた りの買付け価格(1997年10月10日)

学名 方名 ル ピア 日本 円 正)

1 Actinopyga　 spp. kapok 40,000 i,aaa

2 Bohadschia　 argus bintik 12,000 aaa

3 Bohadschia　 sp. kawasa 6,000 210

4 Bohadschia　 sp. polos 15,000 525

5 H. atra cera　 hitam 　　!11 280

6 H. edulis cera　 merah 　　!11 2$0

7 H. fuscogilva koro　 putl :11!1 z,soa

8 H. fuscopunctata2> kunit 4,000 iaa

9 H. leucospilota talengkoq 15,000 525

10 H. nobilis koro　 batu 20,000 700

11 H. scabra buesang　 kulu 170,000 5,950

12 S. chloronotus
.

ノuppong 40,000 1,400

13 S.
　　　.
variegatus gamat 45,000 1,575

14 T. ananas nanas 40,000 1,400

15 不明 cokolat3> 15,000 525

16 不明 koro　 pakkay 60,000 2,100

17 不明 sepatu4> 40,000 1,400

出 所:聞 き取 りよ り筆 者 作 成 。

　 注:1)1,000ル ピ アが35円 に 相 当 した。

　 　 2)Cannon　 and　Silver(1994)は,　 H.　axiologaと して い る。

　 　 3)フ ィ リ ピ ンで はbrown　 beautyと よば れ るナ マ コで あ る。

　 　 4)フ ィ リ ピ ソで はkhakiと よぽ れ る ナ マ コで あ る。

variegatus(ガ マgama,タ イ コ ン コ ンtaikongkong),⑦S.　 chloronotus(ジ ャ ポ ン

japon),⑧H.　 fuscopunctata(ク ニ ッ トkunyit),⑨ モ シ 〃1051,⑩B.9Zα@'(ド ガ

donga),⑪Bohadschia　 SPP.(カ ワ サkawasa),⑫ パ チ ャ ン ゴ レ ンpachang-Boreng

で あ る 。

　 19世 紀 初 頭 に マ ニ ラ と マ カ ッサ ル で 流 通 し て い た 干 ナ マ コ の 種 数 を 比 較 す る と,マ

カ ッサ ル の ほ うが 多 様 性 に 富 ん で い た と理 解 で き る 。 た だ し,マ ニ ラ で 流 通 し て い た

T.ananasが 流 通 し て い た か 否 か は 不 明 で あ る 。 価 格 か ら 判 断 す る と,タ チ ェ リタ ン

と ト ゥ ン ダ ン は,H.　 fuscogilva,　 H.　 n　obilis,　H.　 scabra,　 A　ctinopyga　 spp.の い ず れ か

で あ る と 推 定 され る 。 ま た,マ カ ッサ ル で は ピ ク ル あ た り9ス ペ イ ン ドル 以 下 の 低 価

格 ナ マ コ が5種 流 通 し,最 高 価 格 の も の と最 低 価 格 の も の と に,ピ ク ル あ た りの 単 価

に13.6倍 の 開 き が み ら れ た 。

2.2　 20世 紀 初頭 に流通 して いた干 ナマ コ

本項では,20世 紀 初頭 のマニラ,マ カ ッサル,シ ンガポール,上 海 における干 ナマ
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表3　 1810年 代のマカッサルで流通 していた干ナマコの名称 と価格

方名 規格 価 格1) 学名(推 定)

1 tacheritang 68 不明

2 batu basar 54 H.fuscogilva/nobilis

tangah 22

kachil 14

3 fitam basar 30 Actinopyga　 spp.

tangah 15

kachil 8

4 kの ノ〃ヲ@wα 26 H.fuscogilva/nobilis

5 tundang 24 不明

6 bankull 20 H.scabra

7 mareje(New　 Holland) 19 H.fuscogilva/nobilis

8 taikongkong 13.5 S.variegatus

9 gama 12.5 S.variegatus

10
.

upon 12 S.chloronotus

11 kunyit 9 H.fuscopunctata2>

12
　 　 　 ,

mosl 9 不明

13 donga 7 B.grae,ffei

14 kawasa 5 Bohadschia　 spp.

15 pachang-Boreng 5 不明

出 所:Crawfurd(1820:442-443)よ り筆 者 作 成 。

　 注:1)価 格 は ピ ク ル(60キ ロ グ ラ ム)あ た りの ス ペ イ ン ドル 。

　 　 　 2)Cannon　 and　 Silver(1994)は,　 H.　 axiologaと し て い る 。

コの流通状況 をみ てみ よ う。農商務 省の委託 で東南 アジアにおけ る水産資源 の実態を

調査 した高山伊太郎は,1910年 代 初頭のマ ニラ,マ カ ッサル,シ ソガポールにおけ る

干ナマ コの流通事情 につ いて報告 してい る(高 山1914)。

　 マニラで流通す る干 ナマ コについて,高 山は 「大膿之 を五種に分かつ」 とし,価 格

の高い順に①Oe,②Gan　 Sim,③Bark　 Sim,④Moi　 a-har　Che,⑤Hong　 Cheの5種

をあげてい る(高 山1914:215)。 ① は烏参Actinopyga　 spp.,② は 岩参H.　 fuscogilva

も し くはH.nobilis,③ のbarkを 英 語の 「皮」 と解釈す る と,「 皮参」すなわちH.

scabra,④ は 梅花参Tananas,⑤ は 「其 の乳頭突起 は,稽 や鋭 く幾分長」 との形状

か ら 「方参」,S.　chloronotusを さす と考 え られ る。

　 前項(2.1)で み た19世 紀 初頭 のマ ニラ税 関記 録 と比較す る と,S.　 variegatusの 記

載が ない ものの,S.　 chloronotusが あ らたに記載 されてい る。今 日,流 通 してい るも

ののなかで も,s.　 chloronotusは 高 価 なナマ コであ る。

　 次にマ カッサルの事例を検討 しよ う(高 山1914:501)。1911年 の マカ ッサ ルでは,
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　 　 　 写 真1　 H.fuscogilva。

フ ィ リ ピ ンの マ ン シ島 で(1997年7月)。

① 白石参H.fuscogilva,② 荊 参,③ 烏参Actinopyga　 spp.,④ 禿 参H.　 scabra,⑤ 馬

錫参,⑥ 大肉参S.variegatus,⑦ 日本参S.　chloronotus,⑧ 赤 参Bohadschia　 spp.,⑨

奮 参,⑩ 苦虫参,⑪ 搭 力参,⑫ 花董参 の12種 が流通 していた。価格 と漢字の意味か ら

類推す ると,⑤ は織 との連関性 よ りH.scabraで あ ると推定 でき よう。19世 紀初頭に

流通 していたH.fuscopunctataとB,　 grα罐'が,高 山の記 した漢語のいずれに相当

す るのか不明であ る。価格か ら推測す ると,⑨ 以下のナマ コのいずれかであ った とお

もわれ る。 また,19世 紀 初頭 と同様 に,Tananas(梅 花 参)の 記載はみ られ ない。

　 もっとも高価 な白石参の価格が ピクル あた り180ギ ル ダーであるのにたい して,⑧

の赤参は30ギ ル ダーであ る。⑨以下のナマ コは17.5ギ ル ダー と,そ の低価格性が きわ

だっている。 しか も,最 低価格 の花董参は10ギ ル ダーであ り,白 石参 との価格差は18

倍 におよぶ。最高値 と最低値 の格差は,19世 紀 初頭にみ られ た14倍 よ りも拡大 してい

る。
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写 真2　 XLサ イ ズのH.　 fuscogilva。 この ナ マ コは 婆 参 と も 白石 参 と も よばれ る。

　 　 　 マ レー シ ア,サ バ 州 コタ キ ナバ ル の 日曜 市 で(1994年10月)。

　第3は シンガポールの事例であ る。高山は以下 の ような千 ナマ コの漢語名 を記録 し

てい る(高 山1914:450)。 価 格 の高い順に,① 大臣参,② 脱参K.scabra,③ 化 拾参,

④ 石参H.nobilis,⑤ 烏 員参Actin　 opyga　 spp.,⑥ 大 肉参S.　 variegatus,⑦ 梅 花参T

ananas,⑧ 赤 参Bohadschia　 spp。,⑨ 花虫参,⑩ 惨 力参,⑪ 白参の11種 とな る。 もっ

とも高価 な大 臣参 は,H.　 fuscogilvaの 可 能性が たかい。⑨ の花虫参は,マ カ ッサ ル

で花董参 と記録 された もの と同一 であ ろ う。大臣参は ピクルあた りの価格が85銀 ドル

であ り,最 低価格の白参 と17倍 の差異がみ られ る。マ カッサルの事例 とほぼ同様 の価

格差であ る点で興味深い。

　最後 に,上 海 におけ る干 ナマ コの流通状況 をみてみ よ う。『支那経済 全書第9輯 』

は,当 時 の上海で流通 していた熱帯産 ナマ コと して,29の 名称 を記載 してい る(東 亜

同文書 院1908:434-435)。 しか し,呂 宋(ル ソン)や 龍牙(リ ソガ),出 番(海 外 の

意)な どの産地名 で差別化 された商品名がおおいため13),生 物 種の数は さらに少な く
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な る 。 最 多 で も,烏 元 岩 参H.nobilis,禿 参H.　 scabra,方 刺 参S.　 chloronotus,梅

花 参T.ananas,赤 参Bohadschia　 spp.,玉 参S.　 variegatus,烏 元 参,烏 條 参,烏 綱 参,

地 黄 参,青 姦 参,靴 参,香 参 の13種 で あ っ た と推 測 さ れ る 。

図1　 干ナマコの主要産地と集散地
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　 以 上 の こ とか ら20世 紀 初 頭 に は,H.　 fuscogilva,　 H.　 nobilis,　 H.　 scabra,　 A　ctinopyga

spp.,　 S.　variegatus,　 S.　chloronotus,　 T.　ananas,　 Bohadsch　 ia　spp.を ふ く む11～13種 が

流 通 し て お り,最 高 価 格 と 最 低 価 格 の も の で は,17,18倍 の 価 格 差 が み られ た と仮 定

で き る14)0な か で もH.fuscogilva,　 H.　 nobilis,　 H.　scabra,　 A　ctinopyga　 spp.,　S.　varleg.

atus,、 ∫.　c〃oronotus,　 T　 ananasの7種 は 高 価 で あ っ た 。 これ らは 今 日 の フ ィ リ ピ ン

で も 高 価 な ナ マ コ と し て 流 通 し て い る 。 し た が っ て,100年 前 に み ら れ た 干 ナ マ コ の

流 通 は,高 級 種 志 向 が つ よ か っ た も の と特 徴 づ け られ る 。

3.フ ィ リ ピソで流 通 す る干 ナマ コ

　前節 でみ た ように19世 紀初頭か ら20世 紀初頭 に流通 していた干 ナマコは,13種 前 後

であ り,高 価 な ものがおおか った。 しか し,干 ナマ コが宮廷料理に もちい られ る食材

であ る以上,こ の ことは必然的で もあ る。干ナマ コが もつ高級感を再考す るため,本

節 では,現 在 の フ ィ リピンで生 産 され てい る干 ナマ コの質 と量 につ いて検討 した

い15)0

　 フ ィリピンにおける干 ナマ コの集散地は,ミ ンダナオ島のサ ンボア ンガとパ ラワン

図2　 スル海 とフィリピンにおける干ナマコの主要集散地
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写真3　 プエル トプリンセサの仲買商Bの 干場。

　　　 手前は干 トコブシ。

島の プエル トプ リンセサであ る(赤 嶺1999b)。 サ ンボア ンガへはスル諸島か ら,プ

エル トプ リンセサへ はパ ラ ワン島北部 の タイ タイ(Taytay)町 と同島南部 のバ ラバ

ク(Balabac)町 な どで加工 され る干 ナマ コが集 荷 され る。干 ナマ コは,マ ニラの輸

出商を経 て,香 港や韓 国,シ ンガポールな どへ輸出 されている(主 要 な輸 出国につい

ては表8参 照)。1999年10月 現 在,マ ニラを本拠 地 とす る干 ナマ コの輸 出業者は4社

あ る(以 下,便 宜上仲買商A,B,　 C,　Dと 記す)16)0い ずれ も華人経営で,干 ナマ コに

か ぎらず,フ カのひれ,干 トコブシ,タ ツノオ トシゴ,タ カセガイ,真 珠貝な ど,鮮

魚をのぞいた海産物を幅広 くの買付けている17)0

3.1　 現在 流通 して い る干 ナ マ コと価格

　 い っぱ ん に フ ィ リ ピ ン諸 語 で は ナ マ コ を バ ラ ッ ト(balat)と よ ぶIS)0地 域 に よ っ て

は,単 音 節 化 した バ ッ ト(bat)や 接 尾 辞 一anの つ い た バ ラ タ ン(balatan)が ナ マ コ
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表4　 プエル トプリンセサにおける干ナマコのキログラムあたりの買付け価格(PHPとUSD)1)

番号 フ ィ リピ ン名 学 名2) サ イ ズ3) 粒数/寸 法4) PHP USDS>

1
　 　 ●

putian H.scabra XL io 1,400 3s.a

L 20 1,100 z7.s

M 40 750 18.8

S 60 450 11.3

XS 80-200 350 8.75

2 susuan H.fuscogilva XL 3-4 1,200 30.0

L S-6 1,100 27.5

M 7-8 900 22.5

S 9-10 .11 is.a

XS 11-15 500 12.5

3 buliq-buliq ノ1c'∫η0ρア9αSPP. L 3.5 :11 2a.a

M 2.5 550 13.8

S 2 450 11.3

XS 1.5 400 io.o

4 hanginan S.variegatus L 3.5 :11 aa.o

M 2.5 !1 12.5

S 2 400 10.0

XS 1.5 250 6.25

5 katro-kantos S.chloronotus 750 ..

6 bakungan H.nobilis L 5-6 1! 17.5

M 7-8 600 15.0

S 9-io 450 11.3

XS 11-15 350 8.75

7 timkan T.ananas 530 13.3

8 hudhud n/a 450 11.3

9 khaki n/a L 3 450 11.3

M 2.5 300 7.50

S 2 250 6.25

XS 1.5 120 3.00

io leopard B.argus 280 7.00

11 lawayan Bohadschia　 spp. L 4 220 5.50

M 2.5 11 5.00

S 2.5未 満 120 　 il

12 legs T.apax 170 a.zs

13 black　 beauty H.atra L 5 160 4.00

M 4 85 2.13

S 4未 満 40 　 ii

14 white　 beauty n/a 160 4.00

is brown　 beauty Holothuria　 sp. 130 3.25

is red　 beauty H.edulis 130 3.25

17 patola H.leucospilota 130 3.25

18 sapatos H.fuscopunctatﾘ〉 110 2.75

19 bulaklak B.grae,ffei 85 2.13

20 labuyoq Holothuria　 sp. 43 1.01

出所:筆 者 作 成 。

　注:i)1999年10月 に お こな った仲 買 商Aと の 聞 き取 り調 査 に よ る。

　 　 　2)n/aは 学 名 未 詳 。 表 中 のB,H,　 S,　Tは それ ぞれBohadschia,　 Holothuria,、Stichopus,

　 　 　 　 Thelenota属 を しめす 。

　 　 　3)空 欄 は 大 きさ に よる分 類 が な され て い な い こ とを しめす 。

　 　 　4)1,2,6の ナ マ コは キ ロ グ ラ ム あ た りの粒 数 を さ し,そ れ 以 外 は丈(イ ソチ)を 基

　 　 　 　準 とす る。

　 　 　5)調 査 当 時 の為 替 相 場 は,1米 ドル が40ペ ソで あ った。

　 　 　6)Cannon　 and　Silver(1994)は,」H.　 axiologaと して い る。
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を さす場合 もあ る19)0表4に,1999年10月 現 在,プ エル トプ リンセサで流通 していた

干 ナマ コの個別名称 と仲 買商Aに よる買付け価格を記す。以下の議論を進め るにあ

た り,便 宜上,キ ログラムあた りの価格 が700ペ ソ以上 の ものを高級種,300ペ ソ以下

の ものを低級種 と し,そ の中間を中級種 と定義 してお きたい。表4に あげた干 ナマ コ

の上位6種 が高級種,7位 か ら10位 が 中級種 とな り,11位 以 下は低級種 となる。現行

の流通種の うち,そ の半数が低級種 である。

3.2　 ナ マ コの フ ィ リ ピ ソ語 名

　 ナマ コの名称には,フ ィ リピン語起源 のもの とそ うでない もの とが混在 してい る。

フィリピソ語起源 とお もわれる名称 を翻訳す る(表5参 照)。

　 フ ィリピソ語の名称を もつ ものには,bakung-anやhangin-an,　 lawの ・一侃 など語尾

が 一anで 終わ る(番 号1,4,6,9,11,12)も の と,　bulaklakやlabuyuqな ど

の ように直喩 にちなんだ ものが存在 してい る20)。カ トロ ・カソ トス(katro　 kantos)

は,ス ペ イ ン語起源 の フ ィリピン語 であるku　 watro(四)とkanto(角)か らな って

お り,翻 訳す ると 「四角な まこ」 となる。和名 をシカクナマコとよぶ ように,四 角い

ナマ コであ る。漢語名 も 「四方参 」であ り,フ ィリピソ語名は漢語名 の翻訳借用 であ

る と推定 され る。 また,B.　 graeffeiは フ ィ リピン語 で別 名 トレス ・カ ン トス(tres

kantos)と も よぼれ る。 カ トロ ・カン トス と同様 に,ト レス ・カ ン トスもスペイ ン語

表5　 フィリピン語起源のナマコの名称

ナ マ コ 和訳 意　　味

1 bakungar 不明

2 bulaklak 花なまこ 花(bulaklak)の よ うな形 を した 口を も って い る。

3 buliq-buliq 不明

4 hangman 空気なまこ 空 気(hangin)に ふれ る と溶 け る。

5 hudhud 不明

6 lawayan 唾液なまこ キューピエ氏管を吐き出した様が唾液(laway)

にた と>xら れ る。

7 labuyoq 野鳥なまこ 腹 部 が 赤 い 野 鳥(labuyuq)に 似 て い る。

8 potola ヘ チ マ な ま こ ヘ チ マ(patola)の よ うな形 を してい る。

9 putian 白なまこ 体 壁 が 白(putl)く,半 透 明 で あ る。

10 sapatos 靴なまこ 靴(sapatos)の よ うな形 を して い る。

11 susuan 乳なまこ 突 起 が 乳 首(susu)に 似 て い る。

12 tinikan 刺なまこ 刺(tinik)を もつ 。

出 所:聞 き 取 りに よ り筆 者 作 成 。

　 注:番 号6の ラ ワ ヤ ン(lawayan)はB.　 marmorataとB.　 vidensisの 総 称 で あ る 。 な お,　 Can-

　 　 　 non　 and　 Silver(1994)は,　 B.　 vitiensisをB.〃2armorataの 異 名 と し て い る 。
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起源 の フィ リピン語であ り,「 三 角」を意味す る。 トレス ・カン トス も漢語名 「三方

参」か らの翻訳借用 と考 え られ る。

　 カーキ(khaki)や レオパ ー ド(leopard),レ ッ グズ(legs),ブ ラ ック ・ビューテ ィー

(black　beauty)Jブ ラ ウン ・ビ ューテ ィー(brown　 beauty),レ ッ ド ・ビューテ ィー

(red　beauty),ホ ワイ ト・ビ ューテ ィー(white　 beauty)な どの名称 は,英 語に 由来

している ようにみ うけ られ る。 カーキの学 名は不 明である。深緑(カ ーキ)の 体色が

特徴 的であるため,名 称の由来 とな っている。B,　argusを 英 語で レオパ ー ド・フィッ

シュ(leopard　 fish)と よぶ ことか ら,レ オパ ー ドが フィ リピンでの名称 と して定着

した もの とお もわれ る。 フ ィリピンでは,同 種 のナマ コをタイゲル(tayger)と も よ

ぶが,こ れ も英語名 の タイ ガーフ ィヅシ ュ(tigerfish)か らの借用であ ろ う。 レッグ

ズは英語名 をア ソバ ーフ ィッシュ(amberfish)と い い,直 訳す る と 「號珀な まこ」

とな る。號珀色 の体色を想像 させ るが,実 際 には白地 に血が滴 るよ うな紅が混 じって

い る。太 くて大 き く,女 性 の大腿部を連想 させ るために,レ ッグ(leg),す なわち 「脚」

と名づけ られ ている。

　 また,英 語 名を もつナマ コには,ビ ューテ ィー(beauty)と よばれ るものが4種 存

在 してい る。 レッ ド・ビューテ ィーは和 名を アカ ミキ シ リとい う。実際には ピソク色

を してお り,英 語名 は ピンク ・フ ィッシュ(pinkfish)「 桃 色 なまこ」であ る。 ブラッ

ク ・ビューテ ィーは黒 く,和 名 も クロナマコとい う。しか し,英 語名は ロリー ・フィ ッ

シ ュ(lollyfish)「よた よたな まこ」である。ブラウン ・ビューテ ィーとホ ワイ ト・ビュー

テ ィーは,学 名 も英語名 も不 明である。 ブラウン ・ビューテ ィーは茶褐色でやや紫が

か った体色 を してい る。 ホ ワイ ト ・ビューテ ィーは,別 名 ブラ ック(black)と もパ

ウダー(powder)と も よぼれ,黒 地 に白い斑点が浮 き出た細い ナマ コであ る。 ビュー

テ ィー系の名称は,英 語 をもちいてい るものの,い ずれ もフィ リピンで命名 された も

のであ ると推察 され る。

　 以上,フ ィリピンで流通す るナマ コには,フ ィリピン語系 と英語系 の名称が混在す

るこ とがあ きらか とな った。 カーキ とレオパ ー ドをのぞ くと,英 語系 名称を もつ もの

は,総 じて低価格である。 この ことは,英 語系名称で よばれ るナマ コが,比 較的最近

に な って商品価値を もつ ようになった可能性を示唆 してい る。 次に,ナ マ コの種 と価

格 の関係について検討 しよう。

3.3　 ナマ コの種 と価 格 の関係

表4に は,寸 法に よって価格 が異 なるナマ コとその よ うな設定 がない ものの2種 類
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が存在 している。s.　C〃oronotusを の ぞ くすべての高級種 ナマ コは,寸 法に よって異

な る価格 が設定 され ている。他方,中 級種 以下 のナマ コで寸法別 の価格が設定 され て

いるのは,カ ーキ とラワヤ ソ,H.　 atraの3種 のみであ る。 それ 以外は大 きさに関 係

な く,同 一 の価格 である。

　 また,実 際 の取 引においては,リ ジ ェク ト(reject)と よぼれ る 「等外品」 の範疇

が存在 している。形がね じれた ものや,乾 燥が不 完全な ものが等外品に分類 され る。

等 外品 は,標 準 買付 け価 格 のお よそ4割 で買取 られ るの がふ つ うで あ る(赤 嶺

1999b:45)。 しか し,等 外品はすべての種に設定 され る範疇 では ない。 プエル トプ リ

ソセサの仲 買商A,B,　 Cが 発 行 した15通 の伝 票を み るか ぎ り,H.　 fuscogilva.　 H.

nobilis,　H.　scabra,　A　ctinopyga　 spp.,　S.　variegatusの5種 のみ に等外品が設 け られ て

いた。つ ま り,等 外品は,高 級種のみにみ られ る分類 基準 であ り,低 級種には存在 し

ない と解 釈で きる21)。

　 以下に等級 ごとの価格 の特徴を まとめ よ う。高級種 は大 きさによって価格に細かな

違いが存在 し,製 品 の仕上が り具合に よって,等 外品 としてあつかわれ る もの もある。

高級種は,い ずれ もフィ リピン語 の名称を もってい る。中級種 に分類 され る3種 は,

価 格差の幅が小 さい点 が特徴 である。低級種の特徴は,① 英語系 の名称がおおい,②

大 きさに関係な く価格 が一定 している,③ 等外品の範 疇がない,の3点 であ る。

　次に,時 間軸 か らみたナマ コの価格の変化についてみてみ よう。

3.4　 価格 と流通種の変遷

　 1986年 か ら1998年 までの12年 間 に,干 ナマコの買付け価格 が どれほ ど変化 したかを

比較 してみ よ う(表6参 照)22)。米 ドルに換算 した価格 は,12年 間 に4倍 に高騰 した。

なかで も,B.　 argusの 価 格は9.6倍,　 s.　chloronotusの 価 格は9.1倍 と上昇が きわだ っ

て い る。 次 に ラワヤ ンの6.6倍,S.　 variegatusの6.0倍 の 変化 もめ だつ 。 とくにS.

variegatusはXSサ イ ズの罎小 ものが8.2倍 も上昇 してい る。　T.　anaxの4.9倍 とH.

Zε〃cα胆〃o∫αの4.8倍 が,そ のほか にみ られた平均値以上の価格上昇 であ る。

　 きわ だ って価 格が上昇 した ナマ コの うち,S,　 chloronotusとS.　 variegatus以 外 の

ものが,低 級種であ る。他方,高 級種の価格は顕著 な変化がみ られなか った。そ して,

H.edulisとB.　 grα罐'の ほかに,ホ ワイ ト・ビューテ ィーとラブ ヨの4種 があ らた

な商品 として流通す るよ うにな っている。これ らは,表4で 第14位,第16位,第19位,

第20位 に 位置す る低級種 であ る。

　次 に1998年10月 か ら1999年10月 に かけ ての1年 間にみ られた干ナマ コの買付け価格
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表6　 プ エ ル トプ リンセ サ に お け る 干 ナ マ コの キ ロ グ ラム あ た りの 買 付 け価 格:1999年 と1998

　　　 年,1986年 の 比較

方名 学 名1) サ イ ズ2)

PHP3) USD° 〉

19995 19986>　 　1986'　 　　19995>　 　19986　 　　1986'

 l putian H. scabra XL  1 ,400 1,300 160 35.0 29.7 8.00
L 1 ,100 1,000 100 27.5 22.8 5.00
M 750 700 60 18.8 16.0 3.00
S 450 400 35 11.3 9.13 1.75

XS 350 300 8.75 6.85
2 susuan H. fuscogilva XL 1 ,200 950 160 30.0 21.7 8.00

L 1 ,100 900 140 27.5 20.5 7.00

M 900 750 100 22.5 17.1 5.00

S 600 550 70 15.0 12.6 3.50

XS 500 400 50 12.5 9.13 2.50

3 buliq-buliq Actinopyga spp. L 800 650 75 20.0 14.8 3.75
M 550 450 65 13.8 10.3 3.25
S 450 350 50 11.3 7.99 2.50

XS 400 250 35 10.0 5.70 1.75
4 hanginan S. variegatus L 800 550 42 20.0 12.6 2.10

M 500 400 36 12.5 9.13 1.80
S 400 300 28 10.0 6.85 1.40

XS 250 180 10 6.25 4.11 0.50
5 katro-kantos S. chloronotus 750 700 35 18.8 16.0 1.75
6 bakungan H. nobilis L 700 650 120 17.5 14.8 6.00

M 600 550 90 15.0 12.6 4.50

S 450 450 65 11.3 10.3 3.25
XS 350 400 8.75 9.13

7 tinikan T. ananas L 530 450 90 13.3 10.3 4.50

M 80 4.00

S 70 3.50

8 hudhud n/a L 450 420 80 11.3 9.59 4.00
S 70 3.50

9 khaki n/a L 450 360 38 11.3 8.22 1.90
M 300 220 30 7.50 5.02 1.50
S 250 160 20 6.25 3.65 1.00

XS 120 100 13 3.00 2.28 0.65
10 leopard B. argus 280 230 11 7.00 5.25 0.55
11 lawayan Bohadschia spp. L 220 160 11 5.50 3.65 0.55

M 200 120 5.00 2.74
S 120 80 3.00 1.83

12 legs T. anax 170 150 14 4.25 3.42 0.70
13 black beauty H. atra L 160 110 22 4.00 2.51 1.10

M 85 70 14 2.13 1.60 0.70

S 40 30 8 1.00 0.68 0.48

14 white beauty n/a 160 110 4.00 2.51

15 brown beauty n/a 130 100 13 3.25 2.28 0.65

16 red beauty H. edulis 130 100 3.25 2.28

17 sapatos H.  fuscopunctata8) 110 80 14 2.75 1.83 0.70

18 patola H. leucospilota 130 80 8 3.25 1.83 0.38

19 bulaklak B. graeffei 85 60 2.13 1.37

20 labuyoq n/a 43 28 1.01 0.64

出所:Trinidad-Roa(1987)と 赤 嶺(1999c)に1999年 の 資料 を 加筆 。

　注:且)n/aは 学 名 不 明。

　 　　 2)空 欄 は 該 当 す る分 類 が な い こ とを しめ す 。

　 　　 3)キ ロ グ ラ ムあ た りの フ ィ リ ピンペ ソ価 格 。　 　　
4)キ ロ グ ラ ムあ た りの 米 ドル価 格 。 対 米 ドル の 為 替 相場 は1986年 が22ペ ソ,1998年 は44

　 　　 　 ペ ソ,1999年 は40ペ ソ。　 　　
5)1999年10月 に仲 買業 者Aが 提 示 した 買付 け価 格 。

　 　　 6)1998年10月 に仲 買業 者Aが 提示 した 買 付 け価 格 。　 　　
7)Trinidad-Roa(1987)か ら引用

。 原 典 は 米 ドル 表 示 。　 　　
8)Cannon　 and　Silver(1994)は ,　H.　axiologaと して い る。
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赤嶺　 熱帯産ナマコ資源利用の多様化

の変化を検討 しよ う。 この期間 に仲 買価 格は,平 均 して1.4倍 とな った。平均上昇 率

に等 しいのが,H.　 fuscogilvaとH.　 edulis,ブ ラ ウン ・ビューテ ィーの3種 であ る。

平均値以上に価格 が上昇 した ものは次の8種 であ った。 ラワヤ ンとH.fuscopunctata

が1.5倍,s.　 variegatusとH.　 atra,ホ ワイ ト・ビューテ ィー,　B.　grα罐'が1.6倍,

ラ ブユが1.7倍,H.　 leucospilo　taが1.8倍 上 昇 した。　S,　variegatusを のぞ くと,低 級種

ナマコぽか りであ る。1998年 に は最高種 と最低種 とに50倍 の価格差がみ られたが,1

年 後にその差 は30倍 に縮 まっている。 これは,低 級種 の価 格が相対的 に上昇 したため

であ る。

　表6よ り,低 級種 ナマ コの価格変化に関 して,最 近の価 格上昇率が著 しく,な かに

は過去12年 間にあ らたに商品価値を もつ よ うにな った もの もある,と の2点 が指摘 で

きる。

　以上みた よ うに,商 品化 された ナマコの時期は,種 に よって異 なってい る。 この こ

とについて,仲 買商Bの プエル トプ リンセサ支店支配 人(B氏,1958年 生 まれ)は,

次 の ように説 明す る。B氏 の父親 は,1970年 代 半 ぽ よ りサ ソボア ソガで干 ナマ コの

仲買 いをお こなっていた。B氏 の記憶 に よると,1970年 代 に流通 していた ナマ コは,

H.fuscogilva.　 H.　n　obilis,　H.　scabra,　 T　 ananasの4種 だけであった。1980年 代 初頭

にな って,Actinopyga　 spp.とS.　 variegatusも あ つか うようになった。1980年 代 中葉

には,khakiとhudhudも 買 付け るよ うにな った。そ して1990年 頃 に,現 在の よ うに

20種 が流通す るよ うにな った とい う。S.　chloronotusを の ぞ く上位9種 の ナマ コが,

段 階をお って,1980年 代 半 ばまでに商品化 されてい き,1980年 代 後半 に流通す るナマ

コの種数が拡大 した ことがわか る23)0

　 以 上の ことか ら,低 級種 ナマ コの特徴 として,① 英語系の名称が おおい,② 大 きさ

に関係な く価格が一定 している,③ 等外品の範疇がない,④ 最近 の価格上昇率が著 し

い,⑤ 過去10数 年 間にあ らたに商品価値を もつ よ うにな った もの もある,と の5点 が

あきらか とな った。

　第2節 で19世 紀初頭 にマ ニラとマカ ッサルで流通 していた干 ナマ コの種について検

討 した。当時のマ ニラで流通 していた ものの うち,同 定可能 な ものは現行の流通価格

において も上位7位 に入る高級種 であった。 また,マ カッサルで流通 していたナマ コ

の うち,ピ クルあた りの価格が10ス ペ イ ソ ドル以上す るものは,す べて表4の 上位6

番 までにかぞえ られ る。 つま り,高 級種 ナマコは商品化 され た歴史が古い と理解 で き

る。本節では,高 級種 の特徴 として,在 来の名称を もつ ものがおお く,大 きさに よっ

て細か な価格差が設定 されてお り,近 年 の価格上昇がゆ るやかである点 もあ きらか と

79



国立民族学博物館研究報告　　25巻1号

な った24)0い ず れ も低級種 ナマ コの しめす特徴 と対照的であ る。

3.5　 フ ィ リピンの干 ナマ コ生産 の世 界的 位置 づ け

　 フ ィリピンの干ナマ コ生産 が世界 のなか でどの よ うな位置を しめているかを,国 連

食糧農業機関(FAO)が 監 修 したrFAO統 計 年鑑』(FA　 O　 Yearbook　 Fishery　 Stabs-

11CS:Commodities)Yこ み てみ よ う25)。　rFAO統 計 年鑑 』は1978年 か ら干 ナマ コを単

独項 目と して記載 している。 しか し,1994年 か ら,冷 凍 ナマコと干ナマ コが同 じ範疇

で記 載 され る よ うに なった。議論 を干 ナマ コに限定す るため,表7に,1978年 か ら

1993年 までの主要輸出国に よる千 ナマ コの輸 出統計 をまとめ る。

　 rFAO統 計 年鑑』 に よる と,2,000ト ン台 で推移 していた世 界の干ナマ コの生産量

は,1983年 に 前年比2倍 弱増 の5,000ト ンを超 え,1985年 の13,140ト ン で ピー クに達

している。他方,1989年 に は生産量 が激減 している。 しか し,こ の現象は輸 出大 国で

あるイ ン ドネシアの資料が加算 されていないためである とおもわれ る。1989年 を もっ

て世 界の干 ナマコ生産が減少傾向に転 じた と結論 づけるのは妥当ではなかろ う。 その

証拠 に1992年 に世界の貿易量は,10,000ト ン台に回復 してい る。

　表7で は,香 港 とシンガポールの干ナマ コ輸 出が きわ だっている。両国が,世 界各

国か ら干 ナマ コを輸入す る一方で,第3国 へ再輸 出 しているためであ る。19世 紀 中葉

か ら,香 港 ・シ ンガポール間で緊密な経済関係が形成 されて きた(濱 下1997)よ う

に,20世 紀 初頭 か ら干 ナマ コも関連 会社 を通 じて,相 互 に輸 出入が な され て きた

(Conand　 1990:103)。 つ ま り,香 港 とシ ンガポールは,干 ナマ コの 中継 貿易拠点 と

して機能 しているぼか りではな く,相 互に干ナマ コの輸 出入をおこなってい るのであ

る(Sommerville　 1993:2)。 しか し,市 場規模 は同一 ではない。香港市場は,シ ソガ

ポ ール市場 が あつか う干 ナマ コの6倍 の量 を あつか ってお り(Conand　 and　 Byrne

1993:10),世 界 一の干 ナマ コ市場を形 成 している。

　 香港 とシンガポールをのぞ くと,フ ィリピンの輸 出量 が きわだ ってい る。た しか に,

『FAO統 計 年鑑』に よると,1992年 に フィ リピンは干 ナマ コの世界貿易量の15.6パ ー

セ ソ トを供給 した。 しか し,フ ィ リピソの輸 出額 は総 貿 易額 の8.2パ ー セ ン トにす ぎ

ない。他方,ス リランカは,総 貿 易量の0.4パ ー セ ン トしか供給 して いないが,総 貿

易額 の1.7パ ーセ ン トを しめ てい る。そ こで輸 出額 を輸出量で割 った キ ログラムあた

りの平均 「輸出単価」をみ ると,フ ィリピソは2.05米 ドルである一方,ス リラ ンカは

18.5米 ドル と9倍 の差が存在 してい る。

　 『FAO統 計 年鑑』にみ るか ぎ り,フ ィ リピンの干ナ マコ輸出の特色は,輸 出量が
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表7　 干 ナ マ コの輸 出(1978-1993)

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

合計 Q
V

2,629

6,170

2,584

7,992

2,489

8,541

2,683

8,553

2,736

9,183

5,138

10,727

6,230

11,687

13,140

19,992

10,904

19,017

12,300

24,558

12,485

36,384

5,463

20,688

7,411

30,211

9,314

41,456

10,041

39,210

8,921

34,498

香港 q
V

621

2,612

693

3,383

680

3,928

693

3,414

873

3,979

1,517
4,391

2,407

5,497

5,009

9,444

4,539

7,741

4,982
7,206

3,321
7,320

1,858

6,112

2,789

8,932

3,ﾘ2
13,2ﾘ

4,397
10,697

3,547

10,546

シ ンガポ ーノレ q
V
515
736

608
1,505

489
1,021

630
1,909

485
1,743

758
1,651

779
1,894

1,045
2,559

1,212
3,061

　813

3,509

1,152
5,582

933
5,150

1,026
6,089

1,2ﾘ
8,998

1,163

8,141
923
6,582

イ ン ドネ シァ q
V

350

380

365

257

281

159

545

261

623

318

1,274

855

1,318

1,548

3,123

3,181

2,362

2,769

2,517

4,758

3,480

8,267

フ ィ リピソ 9
V

647

947

363

6ﾘ

515

786

530

972

527

1,011

1,349

Zoos

1,463

1,145

3,499

2,993

1,659

1,772

2,195

2,532

2,062

2,364

1,022

1,465

1,752

3,253

1,952

3,560

1,565

3,216

2,049

3,986

フ ィジー 4
V

15

ﾘ

11

80

14

105

15

124

16

130

31

117

52

282

66

331

229

784

640

1,826

717

1,995

365

1,276

　323

　 1.1

　391

2,797

408

3,483

　149

1,169

イ ン ド q
V

25

131

31

187

34

251

48

304

37

182

72

366

21

159

12

95

33

302

56

635

23

360

53

791

37

291

29

387

39

296

ソ・モン諸島 q
V

34

82

10

25

37

103

　8

68

17

116

　9

45

ﾘ

198

14

51

134

424

146

469

147

706

87

315

119

736

622

2,816

　715

3,487

720f

3,500f

ス リラ ンカ q
V
69
413

61
402

79

656

73
726

79

830

56

638

36

358

45

449

54

468

45

427

61

857

32
458

32

439

28

553

37

683

28
415

　 　　 　 "　　　　"

モル シ フ 4
V

　3

26

33

342

　553

4,496

410
1,749

7ﾘ

3,308

405
2,003

400f
2,000f

マ ダガス カノレ a
V

99

201

198

495

127

324

61

342

119

607

114

505

98

506

398

1,231

423

1,497

357

1,016

パ プア

ニ ューギ ニア
9
V

85

246

120

316

229

931

160

1,063

275

1,984

582

5,070

631

5,005

645f

5,100f

出所:FA　 O　Yearbook,　 Fishery　Statisticsよ り筆者 作 成 。

　 　　 輸 出量qは メ ト リッ ク トン,輸 出額vは1,000米 ドル。fはFAOに よる推 定 値 。
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おおい一方,貿 易額が少ない点にもとめられよう。すなわち,輸 出量にしめる低級種

の割合がたかいものと仮定できる。

3.6　 フ ィ リピン産干 ナ マ コの主要 輸 入 国

　 次に,『 フ ィリピン海外貿 易統計』(Foreign　 Trade　Statistics　of　the　Philippines)か

ら,フ ィ リピンの干 ナマ コ輸出の概 況をみてみ よ う。第二次世界大戦後,フ ィ リピン

か ら輸 出 され る干 ナマ コの貿易が統計上あ きらかになるのは,1970年 が最初 である。

表8は,1970年 か ら1999年 に かけて フィ リピンが輸 出 した干 ナマ コの統計 である(図

3参 照)。1970年,フ ィリピンの輸出量は12ト ソであ ったが,1976年 に はほぼ100ト ン

に迫 り,1978年 に は6倍 の650ト ンに伸びて いる。1979年 を例 外 と して,1978年 か ら

1982年 に かけて,毎 年500ト ソ以上 の干 ナマ コを輸 出 した。1983年 以 降は,毎 年1,000

トソ以上 の干 ナマ コを輸出 して いる。1985年 に3,500ト ソを輸 出 し,ピ ー クに達 して

い る。1987年 と1988年 に2,000ト ンをわずかに超え,1993年 に2,050ト ソを輸 出 して以

降,減 少傾 向にあ る。1999年 の輸 出量 は最盛期 のおよそ3分 の1に 減少 してい る。

　表9は,1997年 か ら1999年 の 月 ごとの輸 出量 をまとめた ものであ る。1999年 が 例外

的なふ るまいを してい るものの,下 半期 に輸 出量が増大す る傾 向は共通 している26)0

図3　 フ ィ リ ピ ン産 干 ナ マ コの 輸 出(197(〉-1999)
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表8　 フ ィ リピ ンの干 ナ マ コ輸 出(1970-1999)

1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 ,.. 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

合計 9

V

iz

z

4

3

53

44

34

ag

■　　,　　・

■,,

81

44

95

50

226

265

647

947

363

'II

515

786

530

972

　527

1,011

1,349

Z,00a

1,463

1,145

3,499

2,993

1,659

1,772

2,195

2,532

2,062

2,364

1,022

1,465

1,752

3,254

1,952

3,560

1,565

3,216

2,049

3,986

1,692

4,120

1,459

4,803

1,384

4,827

i297

4sas

1,040

2,558

1,125

3,653

1 香港 q

V

11

2

3

1

44

41

22

15

●　　■

,　　●　　レ

n

39

53

36

110

148

268

300

254

421

402

550

393

6$6

297

404

　974

1,004

1,239

　 672

3,189

2,464

1,555

1,484

2,102

2,156

1,924

1,736

930

965

1,474

1,636

1,601

1,727

1,285

1,263

1,825

1,792

1,447

1,563

1,224

2,261

1,150

2,417

1,076

z,zas

　916

1,589

　 909

1,809

2 韓国 q

V

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　5

10

0

0

32

57

71

151

187

430

225

.,

95

152

　3

12

0

0

0

0

0

0

16

187

　 169

1,265

　 108

1,065

　 141

1,531

　 122

1,569

　 138

1,9b1

　 123

1,715

　 134

1,719

　 iai

I,463

42

439

　 107

1,021

3 シ ン ガ ポ ー ノレ q

V

0

0

1

2

9

3

12

12

0

0

3

3

0

0

33

71

115

247

43

100

33

103

23

57

36

140

82

334

118

283

165

432

65

222

60

259

86

492

47

221

37

279

117

652

77

328

80

556

73

365

51

365

55

:1

70

516

42

371

66

660

4 マ レ ー シ ア q

V

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

6

0

0

0

0

0

0

0

0

●　　.　　●

.,,

2

6

0

0

2

10

　2

10

0

0

0

0

7

16

11

24

3

11

13

43

15

63

11

ﾘ

10

38

4

15

14

43

5 台湾 q

V

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

3

13

　5

23

20

195

.・

34

39

29

41

9

17

0

0

　8

18

　5

10

16

14

14

25

26

85

26

108

13

56

ii

14

　3

19

　5

27

　8

37

1

9

　5

36

　3

12

.・.

,　　・　　.

12

a2

12

30

6
　 　 　 　 、、

カ ナ タ q

V

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

6

1

4

i

4

0

0

,,・

2

2

10

　4

23

　3

11

2

8

2

9

0

0 2

6

14

10

34

　6

13

　8

17

　8

16

ii

59

10

61

11

67

io

48

　7

20

　8

40

7 ア メ リカ 合衆 国 q

V

0

0

0

0

0

0

9　　9　　.

.,

0

0

0

0

0

0

0

0

2

7

2

7

2

12

　7

40

2

11

2

6

1

1

■,

i

　3

19

2

15

0

0

　1

10

1

2

2

3

2

4

2

4

1

3

17

36

1

5

13

47

13

83

　5

39

8 タ イ q

V

a

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

a

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　4

74

13

258

　 8

176

　 8

isl

3

io

i

4

9 ブ ル ネ イ 9

V

a

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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出 所:Foreign　 Trade　 Statistics　 of　the　Philippinesよ り筆 者 作 成 。

　 注:輸 出 量qは メ ト リ ッ ク トン,輸 出 額vは1,000米 ドル 。
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　　　　　　　 表9　 フィリピンから輸出される干ナマコの輸出量(1997-1999)

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1997

1998

1999

99.39

52.49

72.99

41.55

70.17

73.26

73.92

63.18

65.72

74.78

74.12

132.71

:'1

84.44

146.77

115.42

92.46

82.77

103.02

52.33

113.42

104.42

103.26

81.03

121.72

119.20

7ﾟ.14

141.92

85.78

85.42

147.74

83.08

100.35

156.54

159.77

iaa.40

出所:フ ィ リ ピ ン統 計 局 資 料 よ り筆 者 作 成 。

　注:単 位 は メ トリ ック トン。

　次に,キ ログラムあた りの平均輸 出単価を検討 してみ よう。rFAO統 計年鑑』で

みた ように,フ ィリピンが輸出する干ナマコの平均単価は,世 界主要輸出国と比較す

ると低い水準であった。表10に フィリピンから輸出される干ナマコの平均単価の一覧

をしめ した。輸出が増大 した1978年 以降に限定すると,1984年 に最低価格をつけた後,

ゆるやかに上昇している点が特徴的である(図4参 照)。最大輸出量を記録 した1985

年の平均輸出単価は,こ とに低 く,1985年 の時点でも低級種ナマコのしめる割合がた

かか ったものと推定できる。 しかし,そ の輸出単価 も年 々上昇 しているのは,3.4項

でみたように,近 年低級種ナマコの価格が上昇 しているためであろ う。この傾向は

1998年を例外として,1990年 以降の輸出額が上昇していることにも顕著である。減少

傾向にある輸出量に反比例 して,干 ナマコの価格が相対的に上昇しているものと解釈

できる。

　表8と 表10か らあきらかとなる傾向について,6点 を以下に指摘する。

a.フ ィ リピンか ら輸 出され る干 ナマ コの輸入 国の上位3ヶ 国 ・地域 は,香 港 と韓

　 国,シ ンガポールである。 なか で も香港は,過 去30年 間 の平均 実績 で,フ ィ リ

　　ピンの輸出 した干ナマ コの76.3パ ーセ ン トを輸入 した。1999年 の 実績 は80.8パ ー

　 セ ン トであ り,2位 以下の韓 国(9.2パ ーセ ン ト)と シンガポ ール(5.9パ ー セ

　 ソ ト)を おお きく引 き離 して いる。

b.1999年 の シ ンガポ ールへ の輸 出は平均単価 が9.99米 ドル と最高 であ った。図5

　 にみ るよ うに,シ ンガポールの平均輸入単価 は年 々上昇 してい る。

c.平 均単価でい うと,1999年 は10米 ドルに満た なか った ものの,韓 国が10米 ドル

　 前後の高価な干 ナマ コを輸入 している。1986年 か ら1988年 までの3年 間 は,対

　 韓国向けの干ナ マコ輸出の実態は不明であ る。 しか し,そ の空 白期間をは さん

　 だ前後には,質 的な差異が観察 され る。仮 に1985年 以 前 を甲期,1989年 以 降 を

　 乙期 と しよ う。た しかに,甲 期のほ うが乙期 よ りも輸 出量は おおい。 しか し,
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III
1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 り996 1997 1998 1999

C均 単価 0.19 0.77 0.$3 o.ao 1.05 0.54 0.52 1.17 1.46 1.78 1.53 1.84 1.92 1.49 O.78 0.86 1.07 1.15 1.15 1.43 1.86 1.82 2.05 1.95 2.44 3.29 3.49 3.47 2.46 3.25

図4　 干ナマコの平均輸出単価の推移(197(〉-1999)



表10　 フ ィ リピ ン産 干 ナ マ コの キ ログ ラ ムあ た りの輸 出単 価(1970-1999)

1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 ':1 1981 1982 1983 .・. 1985 ':. 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

合計 0.19 0.77 0.83 1:1 1.05 0.54 0.52 1.17 1.46 1.78 1.53 　 ., 1.92 1.49 i　 : 1.. 1.07 1.15 1.15 1.43 　 :. i.s2 2.05 1.95 2.44 3.29 3.49 3.47 2.46 3.25

1 シ ン ガ ポ ー ノレ 0 1.55 0.31 0.99 0 0.94 0 2.18 2.15 2.31 3.09 2.43 　 .. 4.07 2.40 2.63 3.40 4.34 5.74 4.69 7.52 5.56 4.26 6.92 4.99 7.16 6.94 7.37 8.84 ...

2 韓国 0 0 0 0 0 0 0 0 1.92 0 1.77 2.11 2.30 2.62 1.60 3.55 0 0 0 11.8 7.49 9.88 10.9 12.9 14.2 14.0 12.8 14.5 10.4 9.53

3 アメリカ合衆国 0 0 0 0.16 0 0 0 0 3.63 3.30 4.90 5.73 6.41 3.55 1.85 3.00 7.02 7.42 0 10.5 3.04 2.12 1.81 1.76 2.60 2.12 4.42 3.62 6.23 7.72

4 ブル ネ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o.so 0 1.24 1.23 0 7.50 0.77 0 0 0 　 !1 0 0 0 .■ 6.55 5.53 6.69 5.71 5.00 5.00

5
　 　 　 　 "

カナ タ 0 0 0 0 0 0 0 6.40 3.07 4.00 0 　 .. 4.48 5.52 3.94 4.95 5.53 0 6.67 2.27 3.41 1.97 1.99 1.94 5.38 6.00 5.93 4.80 3.00 .・

6 日本 0.64 0 0 0 0 0 0.30 0.33 2.14 2.40 1.54 o.sl 0 0.45 ... 0.45 1.! 2.00 0.57 1.15 0.45 0.57 0.65 0 20.0 0 0.42 5.67 0 3.71

7 マ レー シ ア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5.25 0 0 0 0 2.25 3.53 0 4.45 4.80 0 0 2.50 2.12 3.30 3.36 4.31 3.99 　 :1 3.72 3.01

8 タイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18.5 20.0 21.6 19.6 4.02 2.97

9 台湾 0 0 0 0 0 0.37 0.39 1:・ 1.27 1.17 1.39 1.96 0 2.45 1.93 1:. 1.81 3.31 4.10 III 1.37 6.91 4.89 .・ '11 7.20 3.86 i.oa 1.86 2.53

10 香港 o.is 0.46 0.94 0.71 1.05 0.54 1・. 1.34 1.12 1.66 1.37 1.74 1.36 1.03 a.s4 0.77 0.95 1.03 1'1 1.04 1.11 　 1' !': 1・: 　 !: 1.85 2.10 Z.as 1.74 1.99

出 所:Foreign　 Trade　 Statistics　of　the　Philippinesよ り筆者 作成 。

　 注:単 位 は 米 ドル。1999年 の 実 績 に お う じて配 列 。



赤嶺　　熱帯産ナマコ資源利用の多様化

　　 両期 間におけ るキ ログラムあた りの平均 単価 をみてみ ると,甲 期 が2.27米 ドル

　　 である一方,乙 期は11.7米 ドル と,5倍 の ひ らきが存在 す る。 甲期 と乙期 で韓

　　 国が輸入す る干 ナマ コに質的な変化 がみ られた もの とお もわれ る。

　 d.1996年 に タイへ輸 出 され た干ナマ コは8ト ンにす ぎなか った。 しか し,そ の平

　　 均単価 は21.6米 ドル とフィ リピンの輸出実績 のなかで最高であ った。1994年 に

　　 フィ リピソか ら干ナ マ コの輸入 を開始 した当初か ら,タ イは平均単価18.5米 ド

　　 ルの高価 な ものを輸入 していた27)。と ころが,1998年 に タイが輸 入 した干 ナマ

　　 　コの平均単価は4.02米 ドル,1999年 に は2.97ド ル と下落 して しまった。

　 e.日 本 が輸入す る干 ナマ コは,量 も質 も不安定であ る。質でい えぽ,1994年 の 平

図5　 フ ィ リピ ン産 干 ナ マ コの主 要 輸 入 国 の平 均 単 価(1970-1999)
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　 均単価20米 ドルが きわだ ってい る。1997年 に3ト ンの干ナマ コを輸 入 したが,

　 平均単価が5.7米 ドルであった ように廉価な干ナマ コを購 入す る傾 向にある28}a

f.ア メ リカとカナ ダに も高価 な干 ナマ コが輸 出 され てい る。ア メ リカへの輸 出量

　 は,一 定 していない。他方,カ ナダは比較的安定 した輸 入をお こな ってい る。

　 と くに1990年 代 以降 はそ の傾 向がつ よい。

　以上の特徴 か ら,国 に よって,輸 出され るナマ コの種 の構成が異 なることが予想 さ

れ る。 この ことは,ナ マ コ資源の多様性に富む性 質か ら可能 となることであ る。次節

では,マ ンシ島の事例か ら,生 産現場 におけ る干 ナマコの質 と量について検討 しよう。

4.マ ンシ島 に おけ る干 ナ マ コ生産

　本節 では,干 ナマ コの集散地 と して しられ るパ ラワン島のプエル トプ リンセサへ集

荷 され る干 ナマ コの うち,も っとも生産 量のおおいバ ラバ ク町 マンシ島におけるナマ

コ潜水漁 と千 ナマ コ生産について事例報告 をお こな うa9)0

4.1マ ンシ島の概要

　 マ ンシ島は周囲お よそ3キ ロメー トルの隆起サ ンゴ礁 島であ る。 島のほ とん どが砂

地 であ り,自 家消費用の ココヤ シが数本植 え られ ているほか,作 物 は栽培 され ていな

い。食料をは じめ と した生活物資 は,プ エル トプ リンセサ,サ ソボア ンガ,も しくは

マ レーシアの クダ ッ ト(Kudat)や ラ ブア ン(Labuan)か ら仕 入れて いる。1995年

の 国勢調 査におけ るマ ソシ島の人 口は お よそ6,000人 で あ り,そ の95パ ー セ ン トをイ

ス ラム教徒 のサマ(Sama)人 が しめて いる。非 サマ系住民 のほ とん どが,フ ィリピ

ン中部 ピサヤ諸 島出身のキ リス ト教徒であ る。サマ人 はかれ らを総称 して ピサヤ(Bi-

sayaq)人 と よんでいる(赤 嶺1999a)。

　 マ ンシ島に居住す るサマ人 は,1972年9月 に発動 された戒厳令以降 にタ ウィタウ ィ

(Tawitawi)州 の タン ドゥバ ス(Tandubas)島 ウ グスマ タタ(Ungus　 Matata)村 か

ら移動 して きた人 々である。 さ らに,1974年6月 に同村で繰 り広げ られた モ ロ民族解

放戦線(MNLF:Moro　 National　 Liberation　 Front)と フ ィ リピン国軍 との銃撃戦 を

契機 と して,マ ソシ島に避難す るサ マ人は急増 した。 ウグスマ タタ村 とマ ンシ島をむ

すぶ定期航路 はない ものの,現 在 でも人の往還が さかんである。

　他方,マ ンシ島におけ る ピサ ヤ人 口は1980年 代半 ば以降に増加 した。現在 も ピサヤ
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人の流 入 はつ づ いて い る。 た と>xば,1997年7月 か らの1年 間 で,ヒ リガイ ノ ン

(Hiligaynon)語 を 母語 とす る ピサヤ人が,あ らたに14戸 の集 落を形成 した。 また,

マ ンシ島には,ウ グスマ タタ村出身以外のサマ人 も若干数が居住 してい る。1997年7

月 には,ス ル(Sulu)州 シア シ(Siasi)島 出身 のサ マ人 とサ ンボア ンガ出身 のサマ人

の住居 が6戸 存在 したが,1998年7月 には22戸 に拡大 していた。 この よ うにわず か1

年 間で ヒ リガイノ ン系 ピサ ヤ人 とシア シ島出身 のサ マ人 の人 口が増 大 した背景には,

マ ンシ島の治安が よい うえに,近 海 の漁業資源が豊富であ ることの2点 が考え られ る。

　農業 がみ られ ない マソシ島において,主 要 な生業は漁業 と交易であ る。南沙諸 島海

域 で操業 され るダイ ナマイ ト漁 とナマ コ潜水漁を 中心 とした漁業活動 については,す

でに報告 した ことがあ る(赤 嶺1999a;n.d.)。 こ こでは1997年7月 以降 にみ られた

漁業活動 の変化について,若 干ふれ てお く。1997年7月 に さかんであ った トコブシ漁

は,1998年7月 には下火にな っていた。殻付 き活 トコブシの相場 がキ ログラムあた り

80ペ ソか ら70ペ ソに落ちたためである。 しか し,価 格が上昇 しさえすれ ぽ,再 開 した

い とい う漁民 もおお く,ト コブシ漁再開 の機会を うかが ってい る様子であ る30)0外 部

需要 の情報に敏感な漁民 の姿勢 が うかがわれ る。

　漁民 のなかには,ハ タ科 の魚を捕獲 し,生 簑 の経営者 に売却す るもの も少な くない。

1998年9月 現在,マ ンシ島では3名(い ずれ もサ マ人)が 生篭 を経営 していた。1尾

の重量 が0.5～2キ ログラムのものが最 適 とされ てお り,漁 民が生賓 の経営者 に売却

す る相場 は,キ ログラムあた り350～400ペ ソで あった。他方,0.5キ ロ グラム以下 も

しくは2キ ログラム以上 の ものは,キ ログラムあた り110～130ペ ソが相場 であ った。

4.2マ ソ シ 島 の ナ マ コ漁

　 マ ンシ島では2種 類 のナマ コ漁がみ られ る。ひ とつは ダイナマイ ト漁 の副産物 とし

てナマ コを捕獲す るものである。 ナマ コを捕獲 した漁民が,み ずか ら乾燥品に加工す

るこ とは な く,マ ンシ島在住 のナマ コ仲買人に生鮮品のまま販売す る。 この タイ プの

ナマ コ漁は,日 帰 りが可能 なマ ンシ島近海でお こなわれている。 ナマ コ仲買人は,買

付けた ナマコをみずか ら釜茄 で し,燵 し,天 日乾燥 させて,干 ナマ コを生産す る。そ

して,干 ナマコは プエル トプ リンセサへ出荷 され る。 も うひとつ の操業形態は,ナ マ

コを専門 とす る共 同潜水漁 である。10数 名が参加す る このタイプの ナマ コ漁は,現 在,

南 沙諸 島海域 とカガヤン ・デ ・タウ ィタウ ィ島周辺海域で操業 されてい る。前者は4

～6週 間 ,後 者は2～3週 間にわた って操業 され る。操業期間中,乗 組員は漁船 上で

寝起 き し,ナ マコも船上 で加工 され る。ダイバ ーたちは,帰 島後に数週間の休暇を とっ
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たのち,再 度 ナマコ漁へ出漁す る。 ほぼ1年 中操業す るものがほ とん どである。

　 マ ンシ島漁民に よれぽ,後 者 の共 同潜水漁 は1970年 代 半ばか らパ ラワン島近海 にお

いてお こなわれて いた。当時は4～5名 で出漁 し,操 業期間 も1週 間程度 の小規模 な

ものであ った。乗組員の うち1名 は,浜 辺 でナマ コの加工を専門に担当 した。 それ以

外の乗組 員は,各 自が所有す る創船 でサ ソゴ礁 を移動 し,ナ マ コを獲 った。 当時 は,

H.fuscogilvaし か 獲 ってお らず,素 潜 りで,手 づかみ に していた とい う。報酬は,

乗 組員数 に漁船 を加 えた数で割 り,均 等 に分配 された。1980年 代 にな ると,フ ーカー

式 コソプ レッサーを使用す るよ うにな った。 漁場域(漁 場深度)の 拡大 といえ よう。

また,H.　 fuscogilvaの み な らず,　A　ctinopyga　 spp.やT.　 ananasな ど も漁獲す る よう

にな った。

　 マ ソシ島漁民がナマ コ資源 を求めて南沙諸島へ進 出す る ようになったのは,1980年

代 末か ら1990年 代 初頭 にかけてである。その頃か ら,現 在獲 られ ている種のほ とん ど

が漁獲対象 とな った。1990年 代 半 には,潜 水深度 も深 くな ったため,魚 群探知機 を も

ちいて海底地形 と水深を探査す る ようにもなった。

4.3共 同潜水漁の操業形態

　 マ ンシ島でみ られ る共同潜 水漁 において主要 な漁獲対象 とされているのは,も っと

も高価 なH.fuscogilvaで あ る(赤 嶺1999a)。 ダイバ ーた ちがH.　 fuscogilva以 外 の

ナマ コを総称 して,フ ィ リピン語で 「雑 多」を意味す るサ リサ リ(sarisari)と 表 現

す るの も,H.　 fuscogilvaが 漁 民のあいだで重要視 されてい ることを しめ している(以

下,サ リサ リ・ナマ コと表記す る)。H.　 fuscogilvaは,腸 を取 り出 し,粗 塩を まぶ し

た状態 でマ ンシ島へ もってかえ る。そ して,塩 蔵 したままマ レーシアの クダッ トに出

荷 される。 それ以外 のナマコは,船 上で釜茄 で し,燥 した後,天 日に干 してお く。 さ

らに,マ ンシ島で再度天 日に干 し,乾 燥 度を高めた後 に,プ エ ル トプ リンセサ に出荷

す る。

　 マンシ島に係留す る50余 隻 の漁船の うち,ナ マ コ漁船 としてお よそ10隻 が操業 して

い る。わ た しが マ ンシ島に滞在 した1998年7月20日 か ら同年9月23日 までの62日 間 に,

4隻 の ナ マコ漁船 が南沙諸島での操 業を終 えて マンシ島に帰着 した。 それ ぞれ の漁船

の操業 日数,H.　 fuscogilvaの 漁 獲数,乗 組 員数,船 の大 きさ,…報酬は,表11に しめ

した とお りであ る。

　 H.fuscogilvaの 平 均漁獲数 は1,049個 で,操 業期間の平均 日数は40.5日 で あ った。

漁船Dの 操業 日数が もっとも短期 間 とな ってい るが,こ れは9月14日 に南沙諸 島東
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部の テ ンプラー堆(Templer　 Bank)で,熱 帯低気圧 の余波に遭遇 し,操 業 を中断 し

たためで ある。 したが って,漁 船Dを のぞ く3例 で平均 をみ ると,43.3日 の操業 期

間に1,137個 のH.fuscogilvaを 捕 獲 した計算 とな る。

　 ダイバ ーに支払 われ る報酬 につ いては,漁 船Aは12,000ペ ソ,漁 船Bは5,500ペ ソ

であ った。漁船Cと 漁船Dは,わ た しがマ ソシ島を引 き上げ る直前に帰還 したため,

報 酬は不明である。

　次に,漁 船Bの 操 業事例 を紹介 してみたい。漁船Bは,39フ ィー トの竜骨 を もち,

56馬 力 のエ ソジ ソを搭載 していた。 ナマコ漁に もちい られ る漁船 としては大 きいほ う

であ る。操 業費70,000ペ ソは,島 で雑貨店 を経営す る船主 のハジ1氏 が用意 したが,

船 主は出漁 しなか った。代わ りにE氏(1956年 生)が 漁船Bの漁撈 長 と船長を兼 務

した31)OE氏 は,1998年7月5日 よ り8月17日 ま での43日 間 にわた って,南 沙諸島南

西部のア レキサ ソ ドラ堆(Alexandra　 Bank)を 中心 にナマ コ漁をお こな った3210　E氏

のほかには,雑 役夫4名 とダイバ ー10名 が参加 し,合 計15名 で 操業 した。 ピサ ヤ人1

名 を の ぞ く雑役 夫 の全 員 がサ マ人 で あ った 。 ダイバ ーの うち,2名 が タガ ロ グ

(Tagalog)人 で,そ れ以外は ピサヤ人であ った。　E氏 らは この出漁でH.　 fuscogilva

を960個 捕 獲 したほか,乾 燥重 量に して392.45キ ロ グラム,13種 の サ リサ リ ・ナマ コ

を漁獲 した。

　ハ ジ1氏 は,H.　 fuscogilvaを1個 につ き140ペ ソでダイバ ーか ら買取 った。したが っ

て,ハ ジ1氏 は,か れが先行投 資 した操業費分 と して,塩 蔵 したH.fuscogilva　 500

個 を 回収 した。残 りの460個 の売却 分64,400ペ ソと乾燥 したサ リサ リ ・ナマ コ392.45

キ ログラムを売却 した70,603.25ペ ソの合計13万5千 ペ ソが純利益 とみな され る33)0

　 乗 組員数の15に,漁 船,エ ンジンとコンプ レッサ ー,魚 群探知機 の4を 加>xた19で

表11ナ マコ船の操業日数と漁獲,船 の大きさと報酬

漁船 操業日数 漁獲数
(個)

乗組員数 竜骨の長さ
　 (ft)

馬力数 報酬
(PHP)

A

B

C

D

48

43

39

32

1,403

960

1,047

787

15

15

13

15

35

39

33

35

32

56

22

32

12,000

5,500

不 明

不 明

平均 40.5 1,049 14.5 35.5 35.5

出 所:赤 嶺(1999b:54)

　 注:漁 獲 数 はH.fuscogilvaを さす 。　AとDは 同 じ船 で あ る。Aは7月12日 に 帰 島 した の ち,

　 　 8月15日 に 再 出 発 し,9月16日 に 帰 島 した 。Bは8月17日 に帰 島 した 後,9月7日 に再

　 　 出発 した。Cの 船 主 は,　Aの 船 主 の弟 で あ る。
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写 真4　 塩 蔵 したH.fuscogilva(漁 船A)。

写 真5　 天 日乾 燥 中 のH.fuscogilva(漁 船A)。

純利益を割 り,報 酬は均等 に分配 され る。船主は,エ ンジンとコンプ レッサ ー,魚 群

探知機を所有 してい るため,漁 船 の1単 位を加えた4単 位分 の報酬 を うけ とった。 ダ

イバ ーには,報 酬1単 位 のほか,H.　 fuscogilva　 1個 につ き,7ペ ソの ボーナスが加

算 され る。雑役夫には,報 酬1単 位 が支払われ るのみであ る。詳細 は不 明であるが,

H.fuscogilvaの 漁 獲数に応 じて,漁撈 長 のE氏 には船主か らボーナスが支払 われ た。
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　　　　　　　　　　　 表12漁 船Bが 漁獲 したサ リサ リ・ナマコの内訳

種　　　　　　乾燥重量 (kg) 割合

1 legs 192.65 49.1°/

2 sapatos 95.75 24.4°/

3 leopard 35.90 9.1°/

4 timkan 24.45 6.2°/

5 katro-kan　 tos 14.65 3.7%

6 hanginan 12.40 3.2%

7 hudhud 5.60 1.4%

8 わlackわ θ卿 砂 3.20 0.8%

9 brown　 beauty 2.15 0.5

10 lawの ノαη 2.15 0.5

11 buliq-buliq 1.75 0.4%

12 bulaklak 1.00 0.3

13 red　 beauty 1:1 o.a/

合計 392.45 100%

出所:聞 き取 りにより筆者作成。

　 E氏 らが漁獲 したサ リサ リ・ナマコの一覧を表12に しめ した。Tanaxが 総 重量の

ほぼ半分 を しめ,漁 獲量 第2位 のH.fuscopunctataと あ わせる と,両 者で漁獲全体

の4分 の3を しめている。 フィ リピンで流通 している干 ナマ コのなか で も,こ の両者

は下 か ら9番 目と4番 目に価 格 の低 いナ マ コであ る。一 方,表12の うち,高 級種 は

S.chloronotusとs.　 variegatusだ け であ る。　E氏 らが漁獲 したサ リサ リ・ナマ コの う

ち,9種 が低級種であ り,漁 獲総重量の85.3パ ー セ ン トを しめている。売上高でみて

も,総 額 の53パ ーセ ン トをサ リサ リ ・ナマ コの売却分が しめてお り,漁 民が主要な漁

獲対象 とす るH.fuscogilvaは,売 上げ総額 の半数 に満た ない。

4.4　 マ ンシ島近海 で獲 れ るナ マ コ

　 次に,T氏(40歳 前 後)の 事例 か ら,マ ソシ島近海 で漁獲 され るナマ コの種 と漁

獲量 をみてみ よ う。T氏 は1997年6月 か らマ ンシ島で ナマ コの買付け をお こな って

いる。それ 以前 には,ウ グスマ タタ村 で,海 藻(aga妤鸞ga�)の 栽培 と買付 けをお こな っ

ていた。T氏 は,現 在,マ ンシ島 で積極 的にナ マ コの買付 けをお こな ってい る男性

のひ と りである。T氏 は,ナ マ コのほか にも トコブ シや フカのひれ も買付けてい る。

また,マ レーシアの ラブアン島か ら密輸 され た古着 を不定期 に買付け,マ ンシ島や ウ

グスマ タタ村 で販 売す る こともあ る。 しか し,T氏 に よれぽ,収 入の9割 以上を ナ

マ コの売買が しめてい るとい う。
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　 6人 の子供 の うち,長 男が ウグスマ タタ村 で生活 してお り,2人 が国立 ミンダナオ

大学 タウ ィタウ ィ校 に在学 中,3人 がT氏 夫 妻 とともに マンシ島に居住 している。

海藻は価 格変動 が激 しいために経営がむずか しく,1997年 に海藻の価格が下が ったの

を契機 として,マ ソシ島へ移住 し,ナ マ コの買付 けを始めた。 ウグスマタタ村周辺海

域で もナ マ コは漁獲 され たが,量 が少 な く,買 付 けを お こな う人 はい なか った。T

氏 は,青 年時代か らマ ンシ島とウ グスマ タタ村 を往復 してお り,加 工技術を習得す る

とともに,ナ マ コの価格 につ いて も情報 をえていた。実際 にナマ コの買付け と干ナマ

コの加工を始めるにあたっては,プ エル トプ リンセサの仲 買人に指導を もとめ,試 行

錯誤を繰 りかえ して きた。

　 T氏 は,プ エル トプ リンセサ の仲買商の うち,お もにC社 と取 引をお こな ってい

る。Cが 他社 とくらべて特別 に高い買付け価格 を提 示す るわ けではない。仲買価格

を高 く設定す る他社の場合,Lサ イズに分類 され るべ きものが,実 際 にはMサ イ ズ

に分類 され ることも少な くない。製品の査定が正確であ るため,T氏 はCに 売却す

る34)0さ らに,C社 は,大 学に通 う子 どもたち との連絡 も仲 介 して くれ る。マ ンシ島

表13T氏 が仕入れたナマコ

　　　 (1998年8月21日 か ら同年9月21日)

順位 ナ マ コ 個数 割合

1 hudhud 822 46.8%

2 legs 175 10.0%

3 susuan 106 6.0%

buliq-buliq 106 6.0%

5 hangman 94 5.3°o

6 わlack加aut}・ 86 4.9°/

7 leopard 69 3.9%

加owη わeauty 69 3.9%

red　 beauty 69 3.9%

10 sapatos 49 2.8

11 bulaklak 40 2.3

12 putian 23 1.3

13 lawayan 17 1.0°�

14 patola 16 0.9%

tinikan 16 0.9%

16 white　 beauty 1 o.i%

合計 1,758 100%

出所:T氏 との聞き取 りにより筆者作成。

　注:同 期間 中,3日 間は強風と雨のため仕入

　　　れはなかった。

に は電報 も電 話 も開設 され てお ら

ず,遠 隔地に生活す る子 どもとの連

絡が困難であ る。 とくに,生 活 費な

ど現金に関す る緊急連絡 は,子 供 が

C社 に電話 し,C社 か ら送金 して も

らってい る。借 り受け た金額 は,送

金手数料をふ くめた実費 が干 ナマ コ

の売上げか ら差 し引かれ る。

　 1998年8月21日 よ り1998年9月21

日 ま でにT氏 が仕 入れ たナ マ コの

個数を表13に しめ した35)0同 期 間中,

3日 間 は強風 と雨 のために仕 入れ が

なか った 。T氏 は,合 計16種1,756

個 の ナマ コを仕 入れ た。個 数でいえ

ぽ,H.　 fuscogilvaは 第3位 で あ る

ものの,仕 入れ全体に しめ る割合は,

6パ ーセ ン トにす ぎな い。H.　 fus-

cogilvaに,高 級種の.9ctinopyga　 spp.,
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s.variegatus.　 H.　scabraを 加 えた個数の総数 は,全 体 の18.6パ ー セ ン トである。 中級

種はhudhudが お おか ったため,全 体の47.7パ ーセ ン トを しめている。低級種 ナマコ

はio種 で,仕 入れ全体 に しめる割合は,33.5パ ー セ ン トであ った。実際の仕 入れ では,

高 級種が2割 に満 たない ことがわか る。

　 T氏 が 買付けた生鮮 ナマ コお よび干 ナマ コの価格 をそれぞれ表14と 表15に しめ し

た。生鮮品 は1個 体あた りの価 格,乾 燥品はキ ログラムあた りの価格であ る。ただ し,

生 鮮物のH.fuscogilvaだ け は個体数単位 ではな く,腸 を取 り出 した状態の重量 で算

出す る。表14と 表15は,だ いたいにおいて対応 している。 しか し表14で は7番 レッグ

ズと8番 サパ トスの価格が高 く,11番 カ ーキ と12番 カ トP・ カ ソ トスが低 く設定 され

てい る。 これ は レッグズ とサパ トスが大型ナマ コであ り,2～3個 で乾燥重量 に して

表14T氏 の生鮮ナマコの買付け価格

ナ マ コ ペ ソ

1 susuan　 　 　 　 　 O.1kg@10

2 putian 70

3 bakungan 50

4 tinikan 30

5 buliq-buliq 30

6 hanginan 25

7 legs 25

8 sapatos 20

9 hudhud 15

10 leopard 10

ii khaki 5

12 katro-kantos 4

13 lawayan 1

14 patola o.s

is brown　 beauア リ・ 0.5

16 bulaklak 0.5

17 black　 beauty 0.3

18 w枷 θわea⑳ ・ 0.3

19 red　 beauリ ノ 0.3

20 labuyuq o.2s

出所:T氏 との聞き取 りより筆者作成。

　注:ス スアンをのぞき,個 体あた りの価格。

　　　ススアンは100グ ラムの価格。

表15T氏 の干ナマコの買付け価格

ナ マ コ 大きさ 価格

1 susuan L 650

M 300

s 150

2 buliq-buliq L 500

M 300

S 150

3 katro-kantos 480

4 hanginan L 370

M 22Q

S 130

5 timkan 320

6 hudhud a2a

7 leopard lsa

8 lawayan L ioO

S 7a

9 khaki iaa

io わlackわeauty L 90

M 50

S za

11 legs ga

12 sapatos 6a

14 brown　 beauty 50

14 patola sa

IS bulaklak 35

出所:T氏 との 聞 き取 りに よ り筆 者 作 成 。

　注:キ ロ グラ ムあ た りの ペ ソ価 格 。
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1キ ログラムとな ることも珍 しくな いため である。他方,カ ーキとカ トロ ・カン トス

は小型 ナマコのため,キ ログラムあた りの価格は高 くとも,1個 あた りの価格は安 く

な る。生鮮品の場 合は,種 ごとに1キ ログラムで何個程度の干ナマ コが生産 できるか

を概算 し,C社 の買付け価格の5～6割 の価格に設定す る36)0た とえば,ブ ラウン ・

ビューテ ィーは,乾 燥品45個 で1キ ログラム となる。 したが って,C社 価 格の5割

で購入す るには,1個 あた りを0.8ペ ソ以下 で購入す るのが適 切 となる。

　わた しが観察 したかぎ りでは,同 種の ナマ コを大量に入荷 した場合 には若千のサ ー

ビスはみ られた ものの,表14で14番 以下 のナマ コは,実 際には1個 あた り0.3～0.5ペ

ソで購入す る場合 がおおか った。 またT氏 は,表15で 表 中に記載 され ていないナマ

コは,「 サ リサ リ」 としてキ ログラムあた り30ペ ソ程度買付けていた。

　T氏 の買付 け価格 は,C社 の買付け価格に連動 してい る。た とえば,1998年9月4

日付けの売上 げ伝票 に附 されたC社 か らT氏 への手紙 には,フ ィ リピン語で以下 の

よ うに記 されていた。

Dear T, 

Pasensia ka na kung hindi kita masabihan tungkol sa pagbaba nang balatan. Very 

busy kasi ako dito. Siguro sa middle of November pa yan magtaas. Ito yong 

bagong presyo natin ngayon. Tingnan mo na lang sa recibo mo.

(日本 語訳)

親 愛 なるTヘ

ナマ コの価格が下が った 旨,お 知 らせ しなか った こ とをお許 し くだ さい。 いろい

ろ と忙 しくしていたのです。 おそ らく11月 中旬には,(ナ マ コの)価 格 もあが る

で しょう。 これが現在の価格です。 レシー トで確認 くだ さい。

　C社 か らは,干 ナマコの価格表が添付されてきたわけではない。干ナマコの伝票

に記 されていた買付け価格か ら,T氏 は改訂後の価格を知 った。それ らをもとに設

定 したのが表14と 表15に しめしたT氏 の買付け価格である。

　以上,マ ンシ島における干ナマコ生産 として,南 沙諸島海域における操業事例 とマ

ンシ島でナマコの買付けをおこなう仲買人の事例を1例 ずつ紹介した。本節では,ナ

マコ資源の多様性に関 して,次 のことがあきらかになった。南沙諸島海域では14種,

マンシ島近海では16種 のナマコが漁獲されている。南沙諸島海域では,H,　 fuscogilva
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の売上げ よ りもサ リサ リ・ナマ コの売上げがおおい。 しか も,サ リサ リ・ナマコのな

かで も低級種 がほ とん どを しめ ている。他方,マ ンシ島近海 で漁獲 され るナマ コの個

数 も,H.　 fuscogilvaよ りもサ リサ リ ・ナマ コのほ うがおおい。 マ ンシ島におけ る干

ナマコの買付け価格 は,プ エル トプ リンセサにおけ る買付け価格 に連動 してい る。

5.ナ マ コ食 文 化 の ひ ろが り

　フィリピンから輸出される千ナマコは,量 がおおい反面,低 級種がおおい特徴を第

3節 で指摘 した。前節で検討 したように,マ ソシ島の事例でも高級種にくらべて低級

種の生産量がおおか った。そ してマンシ島で干ナマコの生産がさかんとなった1990年

代初頭は,低 級種ナマコが商品価値をもちは じめた時期であった。 したがって}高 級

種の生産が減少 してきたにもかかわらず,低 級種が商品価値をもつようになったため

に,マ ソシ島のナマコ生産は現在にいたるまで活発であ り>xたと推察できよう。それ

では,低 級種が商品価値をもつようになった背景にはどのような事情があったのだろ

うか。本節では,干 ナマコの消費状況について報告する37)0

　 5.1小 売 りされ て い る干 ナ マ コ

　 まず,干 ナマ コの主要消費地であ る香港,シ ンガポール,台 北で,わ た しが概査 し

た干 ナマ コの小売 り状況について報告す る38)0

A.香 港 小売 り市場

　　　　　 表16　 香港小売 り市場における干ナマコの種類と価格(1999年9月)

ナ マ コ 日本円換算価格1) 現地通貨での価格2)

H.scabra

H.fuscogilva

S.japonicus

11,000-14,000円

　 4,500-8,500円

31,000-37,000円

　 HK$ﾘ0-560

　 HK$180-338

HK$1,240-1,484

出所:店 頭での聞き取 りより筆者作成。

　注:D日 本円におけるキログラムの価格。

　　　2)調 査時における為替相場は1香 港 ドルが15円 で, 1斤(600グ ラ ム)あ た りの 価格 。
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B.シ ンガポ ール小売 り市場39)

表17　 シンガポール小売 り市場における干ナマコの種類と価格(1999年10月 と1997年11月)

ナ マ コ

日本円換算価格1) 現地通貨での価格2)

1999年 　 　　　　1997年 1999年 　 　　　　1997年

H.scabra

H.fuscogilva

S.ノaponicus

6,304-11,000円 　 　12,300-13,900円

6,40(}-11,300円 　 　 8,500-11,600円

　 　 n/a　 　 　 　 　 　 　 　17,000円

S$100-175　 　　　　　　S$160-180

S$102-180　 　　　　　　S$110-150

　 n/a　 　 　　 　 S$220

出所:店 頭 で の 聞 き取 りよ り筆 者 作 成 。

　 注:i)キ ロ グ ラ ム あ た りの 日本 円価 格 。 そ れ ぞ れ の 調 査 時 に お け る 為 替 相 場 は,1999年10月

　 　 　 　 が1シ ソガ ポ ー ル ドル は63円,1997年11月 が77円 。

　 　 　2)シ ソガ ポ ール 通 貨 で の 価 格 は キ ロ グ ラム あた りの もの 。

C.台 北小売 り市場

表18台 北小売 り市場における干ナマコの種類と価格(1998年1月)

ナ マ コ 日本円換算価格1) 現地通貨での価格2)

H.scabra

T.ananas

S.japonicus

11,700-13,300円

　 　 　 20,000円

25,700-30,000円

元1,750「2,000

元3,000

元3,850-4,500

出所:店 頭での聞き取 りより筆者作成。

　注:1)日 本円におけるキログラムあた りの価格。

　　 21調 査時における為替相場は,1台 湾 ドルが4円 で,1斤(600グ ラム)あ た りの価格。

　 香港,シ ンガポ ール,台 北 で小売 りされ ていた熱帯 産干 ナマ コは,H.　 fuscogilva

とH.scabra,　 T　ananasの3種 に限定 され ていた。いずれ も高級種 である点 で共通 し

ている。次に,上 海市 と福建 省厘 門市 で販売 されていた干ナマ コについて,現 況を報

告 しよ う。

D.厘 門小売 り市場

　　　　　 表19厘 門小売 り市場における千ナマコの種類と価格(1999年3月)

ナ マ コ 日本円換算価格1) 現地通貨での価格2)

B.8rα{荻'

H.fuscopunctata

T.ananas

s.ノaponicus

　 1,500-1,800円

　 i,soo-3,300円

　 4,100-7,200円

12,000-26,400円

元100-120

元120-220

元270-480

元80(〉-1,760

出所:店 頭での聞き取 りより筆者作成。

　注:11日 本 円におけるキログラムあた りの価格。

　　　2)調 査時における為替相場は1人 民元が15円 で,1キ ログラムあた りの価格。
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E.上 海小売 り市場

　　　　　　表20上 海小売 り市場における干ナマコの種類 と価格(1999年8月)

ナ マ コ 日本円換算価格1) 現地通貨での価格2)

H.atra 1,400-1,800円 元90-120

H.fuscopunctata 1,500円 元100

Bohadschia　 spp.3) 1,800円 元120

大烏参4) 2,600-3,000円 元170-200

T.ananas 3,300-4,500円 元224-300

H.nobilis 4,500円 元300

H.fuscogilva 6,000円 元400

S.japonicus 18,000-29,400円
一
兀1,200-1,960

出所:店 頭 で の聞 き取 りよ り筆 者 作 成。

　 注:1)日 本 円に お け るキ ロ グ ラム あた りの価 格 。

　 　 　2)調 査 時 に お け る為 替 相場 は1人 民 元 が15円 で,1キ ロ グ ラ ムあ た りの価 格 。

　 　 　3)漢 語 で は 「赤参 」 と表 記 され てお り,フ ィ リ ピンでlawayanと よぶ ナ マ コで あ る。

　 　 　4)大 烏 参(da　 wu　san)は,フ ィ リピ ンでhudhudと よぽ れ て い るナ マ コで あ る。 フ ィ リ

　 　 　 　 ピ ソで はhudhudを ダ ウ シ(dawsi)と も よぶ が,こ れ は漢 語 のdawusanが 変 化 した

　 　 　 　 もの だ とお もわ れ る。

　厘 門では,H.　 fuscopunctataやB.　 graeffeiな どの低級種ナマ コが小売 りされてい

たのが特徴的であ る。表20に しめ した ように,上 海では8種 の干ナマ コが販売 されて

いた。 ところが,8種 もの干ナマ コを販売 していたのは,上 海 で もっとも品揃>xが 豊

富 な食料品店 と して定評 ある第一食品店 にか ぎって観察 された。市 内中心部に位置す

る同店は,価 格 もやや高 く設定 してお り,在 庫種の多様性 もふ くめ て,例 外的 といえ

る。他方,上 海市副食 品交 易市場 の乾物売 り場では,中 級種 の大烏参(フ ィリピンで

は　 hudhud)とTananasが 販 売 されていた ものの,　H.　atraとH.　 fuscopunctata

が も っともふつ うに観察 され た。

5.2戻 し売 りされ てい るナ マ コ

　 干 ナマコを調理す るには,お よそ1週 間かけて水 に戻 さねばな らない。そのため,

ナ マ コ食が さかんな地域 では,干 ナマ コをあ らか じめ水 に戻 した もの(以 下,戻 しナ

マ コ)が 生鮮 食料 品店 で販売 されてい る。 これ までに香港,上 海,厘 門,シ ンガポー

ル,マ ニラ,ジ ャカルタ,ス ラバ ヤにおいて,わ た しは戻 しナマコを確認 したaa>0

　 干 ナマ コの場合 と同様 に,小 売 りされ る戻 しナマ コの種は,そ れぞれの都市 に よっ

て異 な ってい る。 香港島 の上環 市場 ではH.scabraの み が,ま た北 角市場 ではH.

scabraとH.　 fuscogilvaの2種 が販売 され ていた。 シンガポールの中華街 にある生鮮

品市場では,K.　 scabraとH.　 fuscogilvaが 販 売 され ていた。上海の天山市場 ではH.
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atra,厘 門 の霞渓市場 では,　H.　fuscopunctataとB.　 graeffeiが 販売 され ていた41)0い

ず れの都市においても,乾 燥物 として流通 しているの と同一種が戻 しナマ コとして,

販 売 されてい る傾 向が うかがわれ る。

　以上の5都 市の小売 り状況 を概査 したか ぎ りでは,香 港,シ ンガポ ール,台 北 では

高級種のみが流通 し,上 海 とr門 では低級種 がお もに流通す ると結論づけ られ るaz}0

5.3　 ナマ コ食文 化 の多様 性

　現在 のナマ コ食文化の特徴 として,マ ックエル ロイは,香 港や シンガポールでは高

級種 が消費 され る一方で,中 国で低級種が消費 されてい ると仮定 した。 この点におい

ては,マ ヅクエル ロイの仮説は正 しい ようにおもわれ る。 ところが,韓 国で1980年 代

後半 に熱帯産 ナマ コを もちいた大衆 中国料理 が人気 とな った よ うに,ナ マ コ消費は多

様化をみせ てお り(赤 嶺1999c),こ とは単純ではな い。1980年 代 中葉 以降,ソ ウル

市街地に高級 中国料理 レス トランが登場 しは じめ,な かにはみずか らを 「正統中國料

理」 と称 す るもの も登場 した。 その よ うな レス トラソでは,韓 国産のS.ノaponicus

を も ちい る高級 ナマ コ料理 と輸入 した熱帯産 ナマ コをもちい る大衆料理 の2種 類の ナ

マ コ料理が供 され る。高級料理は,「 葱焼海参」(ナ マ コのネギ風味煮)や 「紅焼海参」

(ナ マコの醤油煮込み)な ど,あ くまでもナマ コを主体 とした料理 である。他方,ス ー

プ(湯)に しろ妙物 に しろ,大 衆料理 におけ るナマ コは,複 数 の具 のひ とつにす ぎず,

料 理 の主体ではない。

　 そ の よ うな ナマ コを もちい た大衆 料理 の代表 が,S.　 variegatusを も ちいた 三鮮

(Samsun)と よぼれ る もので ある43)。三 鮮料理 の普及 に よって,韓 国におけ る熱帯

産 干ナマ コの需要がたか まった ことは,第3節 でみた輸入量 の急増 でも裏づけ ること

がで きるﾘ)0低 級 種 に くらべ て価格 の上昇率が鈍 い高級種のなかで,き わだ った価格

上昇の傾 向をみせ ているのが,韓 国で消費 され るS.variegatusで あ る。

　 フィ リピンにおけ る干 ナマコの消費 は どうであろ うか。1990年 代 には,マ ニラ中心

部の再開発が進み,高 級 ホテルの改装や新築が相次 ぎ,高 級 中国料理店数 も増加 した。

これ らの店 では,お もにActinopyga　 spp.を もちいた宮廷料理 や豪華な広東料 理を

売 り物 に している。そ して,1990年 代 半ぽ よ り,ホ ッ トポ ッ ト(hot　 pot)と よばれ

る鍋料理が フィ リピン各地 に広 まった。 これは漢語 で火鍋 と書 く中国料理 である。中

国料理店で注文す る場合 もあるが,む しろ,一 定料金 で肉類や魚介類が食べ放題 でき

る火鍋専門店のほ うが評判 よい。この火鍋 に も干 ナマ コが もちい られ ているのであ る。

しか し,火 鍋 に使 用 され る干 ナ マ コは,マ ニ ラで戻 し売 りされ てい る高級 なH.
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scabraやActinopyga　 spp.で は な く,肉 薄の低級種 である。 また,近 年では,フ ィ

リピンでチ ョプスイ(chopsuy)と よぼれ る八宝菜の具 として も低級種 ナマ コが もち

い られ る場合 がおおい。ナマコが入 った火鍋や八宝菜な どを消費するのは,華 人系 フィ

リピン人にか ぎらない。む しろ,非 華人系 フィ リピン人 の需要 によって消費 され てい

るよ うにみ うけ られ る45)0

　 つ ま り,フ ィ リピンでは,1990年 代半 ぽに生 じた グルメブームに よって,高 級種 ナ

マコと低級種 ナマ コを使 いわ け るナマ コ食文化 が登場 した のである46)0元 来 ナマ コ料

理 が宮廷料理 であった こ とを考え ると,ナ マ コ食文化 の高級化志向を問題 にす る必要

はないだろ う。む しろ,低 級種ナマ コが好 んでもちいられ る点に注 目したい。韓国で

安価 な熱帯産干 ナマ コが積極的 に消費 され る現象を以前わた しは,「 宮廷料理の大衆

化」 と表 現 した(赤 嶺1999c)。 しか し,干 ナマコの消費 が高級 化 と大衆化の2極 に

分化 している現状を考慮す ると,宮 廷料理が大衆化 した側面ぼか りを強調す るのは正

しくない とお もわれ る。火鍋や八宝菜の具 として低級種 ナマ コがもちい られ る現象は,

消費者が意識す ると しない とにかかわ らず,カ ップラーメソに小 さなエ ビが入 ってい

る ことに類似 してい る。低級種 ナマ コの消費拡大は,低 級種 とはいえナマ コが もつ高

級感を活用 した 「大衆料理 の高級化」傾 向ととらえ るべ きであ る。

6.む す び

　以上,ナ マコ資源の多様性について,流 通を中心に報告 した。 フィリピンで商業目

的に捕獲されている20種 のうち,高 級種はその3割 をしめるにすぎない。現在高級種

として流通しているナマコは,19世 紀初頭から商品化 されてきた歴史をもつ。一方,

低級種ナマコは,近 年になって商品価値をもつようになった。低級種ナマコが流通す

るようになって,フ ィリピンの干ナマコの生産量は急増 した。そ して,多 様化したナ

マコ資源の利用は,従来の宮廷料理 とは別に大衆中国料理の高級化現象をもたらした。

高級種の漁獲量が少なくなったために,そ れ まで無価値だった種が玉突き的に資源 と

して認識 されるようになったのではない。低級種ナマコには,低 級種ナマコしか果た

しえない積極的な存在理由があるのである。

　低級種ナマコに関する肯定的な観点から,鶴 見良行が唱えたナマコ食文化発達に関

する3段 階説を再検討 してみよう。鶴見仮説は,マ ックエル ロイ説と同様に宮廷料理

としてのナマコ料理を念頭においたものであった。 しか し,現 在のナマコ食文化は,

宮廷料理だけに代表されるものではない。高級料理のみならず,大 衆料理にもナマコ
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食文化は浸透しつつある。ナマコ食文化の大衆化によって,干 ナマコの消費量が急増

したのである。したがって,鶴 見の記述 しえなかった次の段階へ,現 在のナマコ食文

化が進んでいると考えざるをえない。第4段 階としてのナマコ食文化は,生 産と消費

の 「肥大化」を特徴としている。

　 しか も,第4段 階をむか>xた ナマコ食文化は,中 華人民共和国や香港,シ ンガポー

ルなどの 「華人国家」だけで繁栄 しているのではない。 ソウルやバンコク,マ ニラ,

ジャカルタなどアジアの主要都市でもナマコ食文化は隆盛をきわめている。また,カ

ナダやアメリカ合衆国など,華人移民のおおいアジア以外の地域にも普及 しつつある。

　ナマコ消費のひろが りは,マ ソシ島漁民の経済活動が,外 部社会とどのようなネッ

トワークでつながっているのかにかかわ ってくる。第4節 でみたように,マ ンシ島の

ナマコの買付け価格は,プ エル トプリソセサの仲買価格に連動 していた。仲買価格は,

在庫量と需要 との関係を判断して,マ ニラ本社が決定するものである。漁民や加工業

者には,価 格の決定権はなく,流 通事情が価格を左右する。そのような資本家優位の

環境のもと,今 後,漁 民がとる行動としてどのようなパターソが想定できるであろう

か。

　 まず,高 級種をもとめて,あ らたな漁場を開拓 してゆくことが考>xられ る。しかし,

1990年初頭に南沙諸島に進出したマンシ島漁民にとって,新 規漁場を開拓する余地は

ほとんどない。南沙諸島海域 じたいが,関 係各国の軍事的理由で囲いこまれてお り,

むしろ狭まる傾向にあるか らである。その結果,資 源の豊富な漁場をもとめて,潜 水

深度が深まる方向に進んでいる。 しか し,漁 獲努力もむなしく,高 級種の漁獲数は減

少 してきている。漁獲高にしめる低級種の比重が増大 してお り,漁 民の低級種ナマコ

への経済的依存は確実に進行 している。

　 それでは,現 在のマンシ島は,フ ロンティアではなくなったのであろうか。高級種

がわずか しか漁獲されないにもかかわらず,マ ソシ島にはダイバーを 目指 してピサヤ

人のあらたな流入が現在でもつづいている。この現象をどのように解釈 したらよいの

だろうか。

　 この点に関 して,イ ン ドネシアのブギス人農村の調査にもとついた田中耕司の考察

が参考 となる。開拓年数が古い集落ほど栽培される商品作物の種類がおお く,新 しい

集落ほど種数が減少するとい う観察をふま%..て,「開拓地ではフロンティア状況が形

をかえて継続する」と田中は指摘 している。つまり,あ る商品作物のブームは,開 拓

前線を物理的に推 し進め,新 規に開拓 された集落で栽培されるだけではなく,か つて

の開拓前線であった既存の集落にもおよぶのである。 したがって,古 い集落ほど栽培
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される商品作物の数がおおくなる。開拓前線が未開拓地へ進展する様態を 「開拓前線

の外延的拡大」,開拓前線で栽培 される商品作物が既存集落でも栽培 されることを 「開

拓前線の内延的重層」 と表現する田中は,東 南アジアのフRン ティア空間について,

「外延的拡大と内延的重層の双方向のベ クトルがはたらくことによって,開 拓前線に

かぎらず,す でに開拓前線が通過 した集落でも,同 時代的なフロンティア状況を共有

することになる」と結論づけている(田 中1999b:95-97)。

　高級種ナマコをもとめて,あ らたな漁場を開拓するのが,開 拓前線の外延的拡大で

あることに異論はなかろう。また,コ ソプレッサーをもちいて,作 業場所を深みへ展

開する場合も同様である。他方,マ ンシ島でみられるような低級種ナマコの大量生産

は,田 中がい う 「開拓前線の内延的重層」に相当すると解釈できよう。高級種ナマコ

と異な り,低 級種ナマコは,大 きさや品質によって,価 格が左右されることはない。

獲ってきたナマコを釜茄でし,燃 し,天 日乾燥するだけである。加工に特別な技術を

必要としないため,だ れ もが参入可能である。しかし,高 級種ナマコがわずかな個数

で利益がえられるのにたいして,低 級種ナマコは大量に流通させてはじめて利益がえ

られる。したがって,低 級種ナマコの採捕や加工,流 通で生活するためには,ナ マコ

漁から生産 ・加工までを組織的におこなう必要がある。さらには,流 通販路に関する

情報を所有していなけれぽ,商 業的成功をおさめることはむずかしい。マンシ島の場

合には,高 級種ナマコの生産時代から培ってきた情報ネットワークと資本力が低級種

ナマコの大量生産,つ ま り,「ナマコ資源の重層的利用」を可能にしたのである。

　今後,ま すます低級種ナマコへ依存する傾向がたかまると,第3節 でみたT氏 の

ように漁船を所有せず,買 付けた生鮮ナマコを加工する業者は淘汰される可能性もあ

る。 また,プ エル トプ リンセサのナマコ仲買商から融資を うけて,T氏 ら加工業者

が,ナ マコ漁を組織するようになるかもしれない。外部資本が参入すれば,あ らたな

社会関係が創出されるであろう。

　東南アジア海域世界は,「海洋資源をもとめて人 と資本が移動する世界」であると

されてきた。たしかに今回報告 したような低級種ナマコの利用がさかんな地域は,わ

た しが知るかぎりでは,フ ィリピンとインドネシアだけである。南太平洋諸島でも低

級種ナマコが生産されているが,輸 出量にしめる割合はおおきくない。『FAO統 計

年鑑』やrSPCナ マコ事情研究報告』から察す るかぎりでは,南 太平洋諸島におけ

る高級干ナマコの生産地域は,そ の外延を拡大するぼか りである。高級種の水揚げが

少な くなった時点で,仲 買業者が撤退 し,干 ナマコの生産が中止される場合も少な く

ない。第3節 で高級種ナマコの価格が低級種にくらべて上昇率が低いことを指摘 した。
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高級種の需要が少ないのではなく,高 級種を求める漁場が外延的拡大をつづけている

ため,供 給と需要のバランスが保たれているためと推察される。

　低級種ナマコの生産をめぐって,フ ィリピソやイン ドネシアと南太平洋地域 とで差

異が生 じるのは何故なのか。特殊海産物にたいする漁民の働きかけが,東 南アジア海

域世界 と南太平洋地域 とでは異なるからなのであろうか。もちろんフィリピンやイン

ドネシアでは,国 内に低級種ナマコを利用する 「大衆料理」市場が成立 していること

と無関係ではないだろ う。また,南 太平洋地域では,低 級種ナマコの輸送に関するコ

ス トが高つ くために,流 通業者が積極的に買付けないものとも考えられる。 しか し,

いずれは南太平洋諸島でも低級種ナマコの利用が活発となることが予想される。今後

は,海 洋資源の多様性を意識 し,資 源利用の歴史的変遷とその流通をめぐる人的ネ ッ

トワーク形成の歴史を具体的に跡付ける作業が必要である。
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注

1)　 「特殊海産物」は,鶴 見良行のことぽである。香料 も産地に利用する文化がなかったこと

　から,特 殊海産物にふくめる場合 もある。 しかし,鶴 見良行は,香 料 も特殊海産物も産地住

　民に利用する文化が育っていなかった類似点を認めつつ,両 者の相違点について以下の4点

　を指摘 している(鶴 見1987:168)。 ① 香料 と特殊海産物では,生 産に必要な労働力が異なる,

　②香料は西方のイソド・ヨーRッ パと東方の中国へ輸出されたが,特 殊海産物は中国に輸出

　 された,③ マルク地方を原産 とする香料の生産地はかぎられているが,特 殊海産物に利用さ

　れる生物じたいはめずらしい存在ではない,④ 香料交易は植民地政府の管理下におかれたが,

　 特殊海産物交易を植民地政府は管理することができなかった。以上の理由により,本 稿では

　香料を特殊海産物とみなさない立場をとる。

2)　 フロソテ ィア空間にみられる人口移動について,田 中耕司は,「 都市空間が1点 への人 口

　集中であるとすれぽ,開 拓空間への人 口集中は,よ り巨視的には人 口の周辺部への拡散であ

　 る」と都市空間と開拓空間の相違点を的確にとらえている(田 中1999b:88)。

3)海 洋民族学では,漁 村 と外部経済を接合する流通を視野にいれた研究の必要性が注 目され
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　 て い る。 秋 道 智 彌 は,水 産 資 源 が 生 産地 か ら さ まざ まな 人 間 の手 を経 て,最 終 消 費 者 へ流 通

　 す る過程 に 形 成 され る ネ ッ トワ ー クを エ ス ノネ ッ トワ ー ク と よび,各 地 域 ご とに展 開 され る

　 ネ ヅ トワ ー クの 実 態 を 解 明 して い く こ とが 海 洋 民 族 学 の 課題 の ひ とつ で あ る と指 摘 して い る

　 　(秋 道1995:179)。 す なわ ち,現 行 ネ ッ トワー クの 地 域 的 特 性 を あ き らか に す る と と もに,

　 そ の よ うな ネ ッ トワ ー クが 形 成 され た 歴 史 過 程 の 解 明 が 求 め られ て い る の で あ る。 この よ う

　 な 研 究 視 角 は,カ ツオ 産 業 を 題 材 に 水 産 社 会 論 の構 築 を 試 み る若 林 良和 も主 張 す る と ころ で

　 あ る(若 林2000)。

4)　 1980年 代 に 急 増 した イ ン ドネ シ アに お け る フ カの ひ れ 生 産 と流通,フ カの ひれ ブ ー ムが漁

　 村 に お よぼ した 影 響 に つ い て は,漁 業 経 済 学 者 の鈴 木 隆 史 の 論 考(鈴 木1994;1997)を 参

　 照 の こ と。

5)清 朝 に お け る宴 会 料 理 の 格 式 は,第1位 が 子 豚 の 丸 焼 きを 主 菜 とす る焼 拷 席 で あ った。 以

　 下,ツ バ メの 巣 を 主 菜 とす る燕 菜 席,フ カ のひ れ を 主 菜 とす る魚 翅 席,ナ マ コを 主菜 とす る

　 海 参 席 とつ づ い た(田 中1997:454)よ うに,干 ナ マ コは高 級 食 材 で あ った 。

6)中 国 にﾘい て干 ナ マ コが 食 用 に 供 され る よ うに な るの は,元 代 後 期 も し くは 明 代初 期 の こ

　 とで あ り,明 代 後 期 に は す で に食 品 と して 珍 重 され て い た(松 浦1972:26)。 徳 川 幕 府 が 俵

　 物 の公 貿 易 を 開 始 した 元 禄11(1698)年 は,清 朝 の康 煕37年 に あ た り,干 ナ マ コ料 理 が 中 国

　 料 理 の なか で 不 動 の 地 位 を獲 得 して いた 時 期 に相 当す る(荒 居1975:38)。

7)　 19世 紀 を つ う じて イ ン ドネ シ ア の ス ラ ウ ェシ 島南 部 住 民 は,オ ー ス トラ リア 北 岸 部 で 積 極

　 的 に干 ナ マ コの生 産 を お こ な った 。 オ ー ス トラ リア先 住 民 の ア ボ リジ ニは,こ れ らの 人 々を

　 マ カ ッサ ン(Macassan)と 総 称 した。 マ カ ッサ ンは12月 頃 に 卓越 す る北 西 季 節 風 を 利 用 し,

　 オ ー ス トラ リア北 岸 にわ た り,ナ マ コを採 取 した の ち,翌 年4月 よ り卓 越 す る南 東 季 節 風 に

　 の っ て ス ラ ウ ェ シ島 へ 帰 島 した 。 最 盛 時 には,900～1,800名 の マ カ ッサ ソが オ ース トラ リア

　 北 岸 部 で ナ マ コ採 取 に従 事 した と考 え られ て い る。 マ カ ッサ ソが オ ー ス トラ リア北 岸 へ 出 漁

　 を 開始 す る よ うに な った時 期 に つ い て,考 古 学 者 の マ ッ クナ イ トは,18世 紀 初 頭 で あ る と推

　 定 して い る(Macknight　 1972:283-284;1976:1)。

8)　 ナ マ コは体 重 量 の90～95パ ー セ ン トが水 分 で あ る。 干 ナ マ コに加 工 す る と,も と の体 重 量

　 の10パ ー セ ン トに減 少 す る(Conand　 and　 Byrne　 l993:1-3)。 した が っ て,乾 燥 品600ト ンを

　 生 産 す る には,お よそ6,000ト ン の生 鮮 ナ マ コの 水 揚 げ が 必 要 で あ った と予 想 さ れ る。 生 鮮

　 ナ マ コ6,000ト ソ の水 揚 げ が どれ ほ ど の規 模 で あ るか は,以 下 の フ ィ ジ ー の事 例 が 参 考 とな

　 ろ う。 フ ィ ジ ーで は,1988年 に は665ト ン の干 ナ マ コを生 産 した。 これ らが6,650ト ン の生 鮮

　 ナ マ コか ら加 工 され た とす る と,生 鮮 ナ マ コの水 揚 げ 量 は,同 年 の マ グ ロ2,800ト ンを は じ

　 め と した そ れ 以 外 の 魚 類 の 水 揚 げ を 足 した 量 とほ ぼ 等 しか った 計 算 と な る(Preston　 1990:

　 4)0

9)お よそ1,200種 が 存 在 す る ナ マ コ綱 の 生 物 す べ て が 食 用 と され る わ け で は な い(Conand

　 l990:7)。 食 用 とさ れ る も の に は,ク ロナ マ コ(Holothuriidae)科 の ク リイ ロナ マ コ(Ac-

　 tinopyga)属 と ク ロナ マ コ(Holothuria)属,ジ ャノ メナ マ コ(Bohadschia)属,マ ナ マ コ

　 (Stichopodidae)科 の マ ナ マ コ(Stichopus)属 とバ イ カ ナ マ コ(Thelenota)属 が お お い

　 (Conand　 and　Byrne　 1993:2-8)。 本 稿 で は,学 名 が あ き らか な もの は学 名 で しるす 。 属 名 の

　 Holothuria,　 Bohadsch　 ia,　Stich　opus,　Thelenotaは そ れ ぞ れH.,　 B.,　S.,　T.で 略 記 す る 。 ま た,

　 学 名 が 不 明 な ナ マ コに つ い て は,方 名 を イ タ リ ックで しるす 。

10)　 1810年 代 初 頭,マ カ ッサ ル港 か ら年 間420ト ン(7,000ピ クル)の 干 ナ マ コが 広 州 へ輸 出 さ

　 れ た(Crawfurd　 1820:443)。 ち な み に1810年 に 長 崎 か ら中 国 へ 輸 出 され た 干 ナ マ コは130ト

　 ン(222,000斤)で あ り(永 積1987:310-311),琉 球 王 国か ら福 州へ 輸 出 され た干 ナ マ コは,

　 最 盛 期 の1836年 で も13.8ト ン(23,000斤)に す ぎ な か った(真 栄 平1998:231)。 注8で 指 摘

　 した フ ィジ ーの 事 例 に加 えて,長 崎 と琉 球 の 事 例 と比 較 す る と,19世 紀 初 頭 の マ カ ッサ ル や

　 ス ル王 国 か ら,い か に大 量 の 干 ナ マ コが 輸 出 され て い た か が 理 解 で き よ う。 同 時 に,い か に

　 多大 な労 働 力 を 必 要 と した か も想 起 され よ う。

11)basar,　 tangah,　 kachilは,現 在 の イ ン ドネ シア語 ではbesar,　 tengah,　 kecilと な るが,原 文

　 の綴 りを しる した。 先 述 した マ カ ッサ ンは,メ ル ヴ ィル 島以 東,カ ーペ ン タ リア 湾 西 岸 を マ

　 レ ゲ(Marege'),ダ ー ウ ィ ン以 西 の キ ンバ リ ー(Kimberley)周 辺 を カ ユ ジ ャ ワ(Kayu

　 Jawa)と よび,両 者 を 区 別 した。 マ カ ッサ ンは お もに'マ レ ゲに 出漁 し,カ ユ ジ ャ ワや ヨ ー ク

　 岬 半 島,ト レス 海 峡,オ ー ス トラ リア 東海 岸 に まで 出 向 くこ とは す くなか っ た(Macknight

　 1976:33-37,152;村 井1985:66-68)。
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12)　 プ リン ダ ース の 引用 は,King(1827:137)に よ った 。

13)梅 花 参(Tananas)に つ い て は,以 下 の4名 称 が 記 載 され て い る。 ① 群 一 號 梅 花 参(南

　 洋 産),詳 丹 二産 ス ル 梅 花 産 ナ リ。 品質 最 モ 良 好 ナ ル ヲ以 テ 此 名 ア リ。 ② 初 字 梅 花 参(濠 州

　 産),濠 州 北 西 部 二産 シ,初 字 ハ 名 稻 ナ リ。 ③ 篤 字 梅 花 参(南 洋 産),初 字 ナ ド ト同 ジ ク高評

　 　ノ名 ア リ。 ④ 開 片 梅 花 参(南 洋 産),腹 部 ヲ切 開 シ テ製 シ タ ル梅 花 参 ナ リ(東 亜 同 文 書 院

　 1908:434-435)0

14)　 こ こで は 岩 参 を 「H.nobilisも し くはH.　 fuscogilva」 と両 義 的 に 解 釈 した。　H.　nobilisと

　 H..fuscogilvaは,い ず れ も楕 円形 の 丸hし た ナ マ コで,側 面 に乳 首 の よ うな 突 起 が あ る こ

　 　とを 特 徴 とす る。1980年 ま で 生 物 学 で も 同種 と され て い た(McElroy　 1990:3)よ うに,両

　 者 の 外 観 は 酷似 して い る。 しか し,H.　 nobilisの 体 色 は 黒 く,浅 い場 所 に棲 息 す る一 方,　H.

　 fuscogilvaは 白 く,水 深 の 深 い 海 底 に 棲 息 す る との 生 態 的 な 差 異 が 認 め られ る(Conand

　 1990:42-43;McElroy　 1990:4;Cannon　 and　 Silver　1994)。 生 物 学 の議 論 とは 別 に,両 者 の

　 ナ マ コを 漢人 が ど の よ うに 認 識 して い た か は,興 味 あ る 問題 で あ る。 漢 語 で はH.fuscogilva

　 を 白石 参 も し くは猪 婆 参,H.　 nobilisを 烏 岩 参,烏 石 参,黒 参 な どと表 記 す る。 「烏 」 は黒

　 の 隠喩 で あ り,「 白 」 と対 立 して い る し,「 岩 」 は 「石 」 よ りも大 きい こ とを しめ して い る。

　 石 参 の 白 い も のが 白石 参 で あ り,黒 い場 合 が 烏 石 参 で あ る。 つ ま り,漢 語 名 で はH.nobilis

　 　とH..fuscogilvaの 差 異 を 同 一 種 の 変 種 と して 「石 参 」 も し くは 「岩 参 」 と して認 識 し,ナ

　 マ コの体 色 と大 き さに よ って 区別 して い た もの とお もわ れ る。 した が って,19世 紀 初 頭 の マ

　 カ ッサ ル の事 例 で と りあ げ た 「バ トゥ(石)な ま こ」 は,漢 語 か らの翻 訳 借 用 で あ っ た可 能

　 性 が た か い。

15)　 ドマ ン タイ(Domantay　 1958;1968)は,干 ナ マ コに か ぎ らず 海 藻,海 綿,フ カ のひ れ な

　 ど フ ィ リ ピ ンに お け る特 殊 海 産 物 の生 産 を包 括 的 に あ つ か った 点 で評 価 で ぎ る。 しか し,温

　 帯 に しか 棲 息 しな い マ ナ マ コ(S.ノaponficus)を フ ィ リピ ン産 ナ マ コ と して あ つ か うな ど,

　 信 用 性 に欠 け る。

16)仲 買 商AとBの2社 は,プ エ ル トプ リ ンセサ とサ ンボ ア ン ガの2ヶ 所 に支 店 を構 え るほ

　 か,A社 は ス リガ オ に も支店 を 設 け て い る し,　B社 は ル セ ナ(Lucena),ナ ガ(Naga),タ

　 　ク ロバ ソ(Tacloban)に も支店 を設 け て い る。　C社 は プ エ ル トプ リンセ サ に 支店 を構 え るだ

　 け で あ るが,サ ン ボ ア ン ガに は 代 理 店 契約 を む す ぶ 買 い付 け人 を配 置 して い る。C社 の プ エ

　 ル トプ リンセ サ 支 店 支 配 人 に よ る と,C社 は2000年1月 に セ ブ(Cebu)に あ らた に 支 店 を

　 開 設 す る予 定 で あ る。

17)各 社 が 展 開 す る国 際 的 ネ ッ トワー クにつ い て の調 査 は,現 状 で は 不 十 分 で あ る。A社 は,

　 シ ンガ ポ ー ル 出身 の兄 弟2名 が 経 営 して い る。 兄 弟 の いず れ もが 華 人 系 フ ィ リ ピ ン人 の 配 偶

　 者 を も ち,フ ィ リ ピ ン国 内 に仲 買 い ネ ッ トワー クを 展 開 して い る。 父 方 の 叔 父 が 香 港 で 特 殊

　 海 産 物 問 屋 を 営 ん で お り,A社 が お こ な う香 港 へ の輸 出 は,す べ て が そ の店 へ 出荷 され る。

　 また,海 産 物 を 海 外 に輸 出す る一 方 で,マ ニ ラ では,フ カ の ひれ の皮 を 剥 い だ り,干 ナ マ コ

　 を水 に戻 して,す ぐに調 理 で き る よ うに した 製 品 を レス トランへ 供 給 す る事 業 も展 開 して い

　 る。 最 近,水 煮 に した トコ ブ シの缶 詰 製 造 事 業 も開 始 した とい わ れ て い る。

18)バ ラ ッ トの 語 源 は,「 動物 の表 皮 」 や 「果 物 の皮 」 で あ る(Zorc　 1983:35)。

19)　 台 湾 総 督 府 が 著 わ した 『比 律 賓 群 島 水 産 資 源 』 には,1920年 代 の フ ィ リ ピンで 通 用 して い

　 た ナ マ コの 名 称 と して,balat,　 balatan,　 balate,　bilate,　bot,　hisa〃t,〃aunang,　 Hamacoの8名

　 称 が あ げ られ て い る(比 律賓 政 府 科 学 局1927:305)。 最後 のHamacoは 日本 語 か らの 借 用 で

　 あ ろ う。 傭 α〃1は 漢 語 名 「海 参hai-sam」 が,　botはbatの 母 音 が 変 化 した もの だ とお もわ

　 れ る。balateとbilateに つ い て は不 明 で あ る。 〃zunangは 先 述 した よ うに,　A　ctinoPYSa属

　 の ナ マ コを さす 総 称 で あ る。 な お,『 ピカ ッサ ン比 英 辞 書 』 が,balatayに 「死 ん だ 蛇 の よ う

　 に 長 く横 た わ る も の 」 との 意 味 を あ た>xて い る(Santos　 1978:115)よ うに,　balatayは

　 balatと も音 が ちか く,ナ マ コを 連 想 させ る語 義 を もつ 。 しか し,タ ガ ロ グ語 の接 尾 辞 と し

　 て*-ayは 存 在 しな いた め,　balatの 派 生 語 と して*balat-ayは 想 定 で き ない 。 した が って,

　 balatとbalatの ・の意 味 上 の連 関 性 は 偶 然 に す ぎず,　balatayは ナ マ コとは 無 関 係 で あ る。

20)　 語 尾 の 一anは,フ ィ リピ ン諸 語 に共 通 した 名 詞 派 生 接 尾 辞 で あ り,語 幹 の意 味 に お う じて,

　 さ ま ざ まな 名詞 を派 生 す る機 能 を もつ(赤 嶺1996)。

21)　 江 戸 時 代 の 長 崎 会所(俵 物 役所)に お い て は,寸 法 に よ って 干 ナ マ コを10等 級 に 分 類 して

　 い た 。 も っ と も大 きな もの を 「10番 」 と よび,1斤 に10個(1個 あ た りの 重 量 は60グ ラ ム)

　 も し くは4寸5分(お よ そ13.6セ ン チ メ ー トル)丈 を 基 準 と した 。 も っ と も小 さな も の が
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　 「1番 」で,1個 あた りの重量は2～3グ ラム,も しくは3セ ンチメー トル以下のものが1

　 番に該当した。そして,腹 のなかに砂が残 っていたり,形 状がね じれているものは 「番外」

　 とされた(農 商務省水産局1935=49-50)。 番外は,本 稿における等外品に相当する。
22)Trinidad-Roa(1987)よ り引用 した1986年 の資料は,以 下にしめす3点 の問題をはらんで

　 いる。まず,採 集 したデータがマニラのものであるのか,そ のほかの集散地のものであるの

　 かが不明である。次に,調 査 した 日時も記載されていない。干ナマコの価格は,中 秋の名月

　　 (旧暦8月15日)か ら春節(旧 暦1月1日)に かけて上昇す る(Akamine　 1999:161-163)

　 ため,提 示された価格が何月のものであるかは無視できない要因である。最後に,当 時のフィ

　　リピンで何社の仲買商が存在 しており,そ のうちのいずれの仲買商からえた資料であるかが

　 あきらかではない。このような不備を認めざるをえないが,ほ かに資料が存在 しないため,

　 ここでは トリニダッドーロアの資料との比較を試みる。なﾘ,提 示されたナマコの名称から

　 判断すると,ト リニダッドーロアが取材 した仲買商は,本 稿でい う仲買商Aで あった蓋然

　 性がたかいため,仲 買商Aの 価格と比較する。

23)S.chloronotusは 体壁が溶けやすい(Conand　 1990:27)た め に,高 価なわ りに生産量が

　 少なかったものとおもわれる。
24)　 ジャカルタの中華街では,も っぱらH.scabraが 「ブリトソなまこ(勿 里洞海参feripang

　 belitong)」 として,小 売 りされていた。ブリトンは南スマ トラ州のジャワ海北西部に浮かぶ

　 小島で,古 くからナマコの産地 としてしられている(Sopher　 1965)。 これも2.2節 で述べた

　 地名を冠した銘柄事例のひとつである。しかも,寸 法によって,細 かく差別化されているの

　 が特徴である。わたしが観察 したかぎりでは,最 大で16等 級 に区別 して小売 りされていた(表

　 i参照)。6個 の干ナマコで1キ ログラムとなる大きさを最大とし,50個 で1キ ログラムとな

　 るものが最小である。価格は最高の385,000ル ピア(約11,550円)か ら最低の155,000ル ピア

　　 (約4,650円)ま で,お よそ2倍 半の開きがみられた。 このように詳細な分類が設けられて

　 いる事例は,わ たしが知るかぎりではジャカルタだけに観察される。

　　　　　　 表i　 ジャカルタにおけるH.scabraの 小売 り価格(1997年10月30日)

個数 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 35 40 50

価格 385 375 365 352 340 320 310 297 285 275 265 253 237 225 175 155

　　 出所:聞 き取 りより筆者作成。

　　　 注:単 位は1,000ル ピア。調査当時の為替相場は1,000ル ピアが30円 。価格はキログラム

　　　　　 あた りのもの。

25)　 『FAO統 計年鑑』は,生 産各国からの報告にもとついて作成されているため,い くつか

　 の不備を認めざるをえない。たとえぽ,輸 出量 としては,フ ィリピンと1,2位 を争 うイン

　　ドネシア(Conand　 1990;Tuwo　 and　Conand　 1992)が,1988年 を最後に記載されていない。

　 そのために1989年 の世界における輸出量は前年比の半分以下におちこんでいる。また1983年

　 以降に干ナマコの主要産地となるニューカレドニア(Conand　 and　Byrne　1993:4)の 輸出に

　 ついても記載されていない。このような不備がめだつものの,『FAO統 計年鑑』は干ナマコ

　 の世界貿易の概要をしるうえではもっとも包括的な資料である。なお,南 太平洋地域におけ

　 る干ナマコ産業については,太 平洋地域連合事務局(SPC:Secretariat　 of　the　Pacific　Com-

　 munity)が 発行する 『SPCナ マ コ事情研究報告』(SPC　B鹹he-de-Mer　Information　Bulletin)

　 が詳しい。同研究報告は,<http://www.spc.org.ne/coastfish>に て全文閲覧ができる。
26)　 フィリピンにおいて,春 節(旧 正月)を 控えた時期に干ナマコの買付け価格が上昇するこ

　 とは注22で 指摘 したとおりである。春節用の食材として,干 ナマコの需要が増大するため と

　 解釈できる。季節によって海産物需要に変化がみられることに関して,磨 赤陽が優れた研究

　 をおこなっている。1906年 ～1938年 の長崎 ・厘門間貿易を研究した彦は,長 崎から反門に輸

　 出される海産物のうち,田 植えや稲刈 りなどの農繁期には安価な塩干魚がしめる割合がおお

　 くなる一方,春 節(旧 正月)期 間には干アワビやスルメ,干 ナマコなどのような高級水産物

　 の輸入が増大すると指摘している(彦1994:794-795)。
27)cとdで 指摘した韓国とタイの輸入傾向は 『FAO統 計年鑑』からもうかがえる(付 表A

　 参照)。 『FAO統 計年鑑』においても,韓 国が輸入する干ナマコの平均単価は,1980年 代 の
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　 前 半 と後 半 とで 異 な って い る。 一 方,輸 入 量 が 不 明 な1984年 を の ぞ い た タイ の 平均 輸 入 単価

　 は9米 ドル とJほ か の主 要 輸 入 国 のそ れ を 凌 駕 して い る。

28)　 日本 が フ ィ リ ピ ンか ら輸 入 した 干 ナ マ コに つ い て,『 日本 貿 易 月 表 』 と 『フ ィ リ ピ ン海 外

　 貿 易 統 計 』 に記 載 され た 数 値 は 一 致 しな い 。 『日本 貿 易 月表 』 に よ る と,1988年 か ら1996年

　 　まで の8年 間 に,1989年 と1994年 しか 日本 は フ ィ リピ ソか ら干 ナ マ コを 輸 入 して い な い 。 し

　 か し,『 フ ィ リ ピ ン海 外 貿 易統 計 』 に よ る と,量 のぼ らつ きは あ る もの の,1993年 と1995年

　 を の ぞ い て,フ ィ リピ ソは 日本 に 継 続 的 に 干 ナ マ コを 輸 出 して い る。 この よ うな統 計 上 の差

　 が 生 じた理 由 は不 明 で あ る。 た だ し,1989年 分 に つ い て は 一致 しな い もの の,1994年 に 日本

　 が フ ィ リ ピ ンか ら輸 入 した 干 ナ マ コの 平 均 単 価 が キ ロ グ ラ ム あ た り2,000円 前 後 で あ る こ と

　 は,両 統 計 とも一 致 して い る。

29)マ ン シ島 で の実 地 調 査 は,1998年7月20日 か ら9月24日 ま で の2ヶ 月 間 お こな った。 な お,

　 1997年7月 に お こな っ た予 備 調 査 の 報 告 は,赤 嶺(1999a)を 参 照 され た い 。 調 査 に 際 して

　 便 宜 を はか っ て くだ さ った ハ ジ ・シ ャ フル ッデ ィ ン氏 に感 謝 した い 。

30)マ ン シ島 に お い て,ト コブ シ漁 は女 性 が参 加 す る唯 一 の漁 業 活 動 で あ っ た。 したが っ て,

　 　 トコ ブシ漁 が下 火 とな った現 在 で は,女 性 が漁 業 活 動 に参 加 す る こ とは な い。 な お,マ ソシ

　 島 で は,現 在 で も タ コ ノ キ 科 植 物 の 葉 を も ち い た 莫 蔭 が 編 ま れ て い る。 サ マ 語 で テ ポ

　 　 (tepoq)と よば れ る この 莫 産編 み は,女 性 の主 要 な仕 事 とな って い る。

31)E氏(1959年 生)は,マ ギ ン ダナ オ人 の 父親 と ウ グス マ タ タ村 出 身 の サ マ 人 の母 親 を も ち,

　 　ウ グス マ タ タ村 で生 まれ,ミ ンダ ナ オ 島 の コ タバ ト(Cotabato)で 育 っ た。 戒 厳 令 後 に,コ

　 タ バ ト よ り マ ソ シ島 へ 移 動 し た 。1976年 か ら1985年 ま で,サ バ 州 の サ ン ダ カ ソ(San-

　 dakan)市 内 で 警 備 員 な どの仕 事 を した 。 マ ン シ 島 に戻 っ て き て 以 降 は,南 沙 諸 島 海 域 で ダ

　 イ ナ マ イ ト漁 を お こ な っ て き た。1993年 末 に,ハ ジK氏 の ナ マ コ漁 船 に ダイ バ ー と して 参

　 加 した 。1997年 か ら,ハ ジ1氏 の漁 船 で漁撈 長 と船 長 を 務 め て い る。1年 に5～6回,南 沙

　 諸 島へ 出漁 す る。 現 在,E氏 は,妻 と義 父,娘1人 との4人 暮 ら しで あ るが,将 来 は コタバ

　 　 ト近 海 で ナ マ コ漁 の ビ ジ ネス を 展 開 した い,と 考 えて い る。

32)　 ア レ クサ ン ドラ堆 は,漢 語 で 人駿 灘 ベ トナ ム語 でBai　 Huyen　 Tranと よば れ,北 緯7度

　 58分 ～8度02分,東 経110度35分 ～110度38分 に位 置 して い る(浦 野1997:25)。E氏 に よ る

　 と,ア レクサ ン ドラ堆 はベ トナ ム軍 が 実 効 支 配 して い る。 同堆 周 辺 海 域 で は,ベ トナ ム漁船

　 も ナ マ コ漁 を お こな って お り,フ ィ リ ピ ン漁 民 に も ナマ コ漁 の 操業 が認 め られ て い る。

33)　 ダイ バ ーか ら購 入 したH.fuscogilvaを ハ ジ1氏 は24リ ソギ ッ ト(お よそ240ペ ソに 相 当)

　 で マ レー シ ア の クダ ッ トで 売却 した 。1個 あ た り100ペ ソあ ま りの差 額 はす べ て が ハ ジ1氏

　 の 利 潤 とな る。 つ ま り,ハ ジ1氏 は,船 主 で あ る と同 時 に 干 ナ マ コの仲 買人 で もあ るの で あ

　 る。 実 際 に,船 主 と して の 報 酬 よ りも仲 買 人 と して の 利 潤 の ほ うが お お きい よ うに み うけ ら

　 れ た 。 しか し,ハ ジ1氏 が 仲 買 人 を 兼 務 す る とは い え,H.　 fuscogilvaを 中心 に経 営 を お こ

　 な って い る た め,サ リサ リ ・ナ マ コにつ いて は,買 付 け価 格 は設 定 され て い な い。 ハ ジ1氏

　 は サ リサ リ ・ナ マ コの す べ て を プエ ル トプ リ ンセ サ の 仲 買 商Cに 売 却 した 。 表12に 示 した

　 サ リサ リ ・ナ マ コの 内訳 の詳 細 は,C社 か らの伝 票 に も とつ い て い る 。

34)　 プエ ル トプ リ ンセ サ の仲 買 商 が提 示 す る買 付 け 価 格 に 大 差 が な い こ とは,付 表Bを 参 照 の

　 こ と。 な お,プ エ ル トプ リンセ サ で ナ マ コ仲 買 商4社 が 競 合 す る よ うに な った の は,1995年

　 にC社 が新 規 参 入す る よ うにな って 以 来 で あ る。

35)　 も っ とも仕 入 れ の お おか った ナ マ コは,hudhudで あ った。　T氏 に よれ ば,近 海 でhudhud

　 の 群 生 が 発 見 され た た め だ と い う。 しか し,加 工 前 の状 態 でhudhudとH.　 atra,　brown

　 beauty,　 white　beautyの4種 を 区 別 す る の はむ ず か し く,分 類 に際 して は,　T氏 自身 も混 乱

　 を きた して い る よ うにみ うけ られ た 。実 際 に は表13に しめ した個 数 よ りもhudhudは 少 な く,

　 brown　 beautyとwhite　 beautyが 多 くな る も の と推 察 され る。 した が って,中 級 種 のhudhud

　 が減 少 した分 だけ,低 級 種 が しめ る割 合 が増 大 す る もの と考 え られ る。

36)C社 の 買 付 け 価 格 とT氏 が 作 成 した 買 付 け価 格 を 照 合 す る と,平 均 して お よそ6割 の価

　 格 をT氏 が 設 定 して お り,ナ マ コの種 に よ って,割 引 率 に 幅 が あ る こ とが わか る。 と くに,

　 高価 なbuliq-buliqとkatro-kan　 tosに つ い て は,　C社 価 格 の8割 を 設 定 して い る。 この こと

　 につ い て,競 争 が激 しい た め,利 益 が少 な い の を承 知 で,買 付 け価 格 を 高 く設 定 せ ざ るを え

　 な い,とT氏 は 説 明 した。

37)小 売 り店 に おけ る特 殊 海 産 物 の あつ か い は,一 様 で は な い。 千 ナ マ コを小 売 りす る商 店 は

　 食材 店 が 圧 倒 的 にお お い が,な か に は漢 語 で 「参 茸 行 」 も し くは 「参 茸 薬 行 」 と記 す 漢 方 薬
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　 局で販売される場合もみ うけられる。たとえぽ,マ カオやボルネオ島東岸のサンダカンとタ

　 ワウでは,漢 方薬局で干ナマコやツバメの巣,フ カのひれ,干 アワビなどが販売されている。

　 他方,マ ニラやジャカルタの漢方薬局では,ツ バメの巣はあつかっていても,干 ナマコとフ

　 カのひれをあつか う店はない。販売形態の違いは,食 材として,そ れとも滋養強壮に富む薬

　 剤として,特 殊海産物が認識されているのかの差異に起因するとおもわれる。また,経 営者

　 の出身地によっても販売形態は異なるようである。今後は,干 ナマコをは じめとした特殊海

　 産物をあつかう小売 り店の類型化 も必要となろう。

38)為 替 レー トの変化を考慮 し,日 本円は10の 位を四捨五入した。また,都 市によってはキロ

　 グラムあた りの価格や斤あた りの価格など,単 位が不統一であったため,日 本円で換算した

　 場合には,キRグ ラムあた りの価格に統一 した。概査は,店 頭での聞き取 りを中心におこなっ

　 た。なお,香 港調査は1999年9月2日 から9月5日 にかけておこない,南 北行の天徳行海陸

　 産品有限公司にて同社の話國良氏と林樹田氏から情報を提供していただいた。シンガポール

　 では海産物問屋 「海瑞」の陳氏より情報を提供 していただいた。厘門調査は,1999年3月14

　 日から3月18日 まで,上 海調査は1999年8月12日 か ら8月15日 にかけておこなった。厘門で

　 は播宏立氏,上 海では松原雅子氏と越智幹文氏に,通 訳をふ くめて調査の便宜をはかってい

　 ただいた。紙面を借 りて,感 謝 したい。

39)　 シソガポールにおける干ナマコの卸値が,過 去3年 間で2倍 になり,中 国と香港,台 湾で

　 も価格が上昇しつつあるとの指摘がある(Ferdouse　 1999:6)。 しか し,わ たしがシンガポー

　 ルで調査した1997年ll月 と1999年10月 では,そ のような傾向はみられず,む しろ,　H.　scabra

　 の価格には下降傾向もみてとれる。

40)鶴 見良行は,バ ンコクや朝鮮半島各地でも戻しナマコを観察している(鶴 見1999a:12)。

　 しか し,1999年2月 に,ソ ウルの南大門市場をわたしが調査 したかぎりでは,戻 しナマコを

　 販売する業者はみられなかった。また,石 毛直道は1987年 に新彊ウイグル自治区の首都ウル

　 ムチで,戻 したスルメとクラゲとともに,戻 しナマコが売られているのを観察している(石

　 毛 ・ラ ドル1992:110)。

41)わ た しが観察したかぎりでは,マ ニラの中華街ではH。scabraとActinopyga　 spp.,ジ ャカ

　 ルタとスラバヤの中華街ではH.scabraが 戻 し売 りされていた。

42)　 『FAO統 計年鑑』によると,1978年 に1ト ンに満たなかった中国の干ナマコの輸入量は,

　 翌1979年 には1ト ン,1980年 には27倍 の27ト ン,1981年 には倍増して59ト ンを記録した(付

　 表A参 照)。1982年 には前年のおよそ4倍 弱に急増し,翌1983年 には前年比5倍 増となった。

　 1984年 には前年に くらべてほぼ倍増 し,1985年 には3倍 増の4,500ト ンを輸入し,ピ ークに

　 達 している。1980年 代 に急増する中国の干ナマコの輸入は,1978年12月 に開催 された11期3

　 回中央委員会において,開 放 ・改革政策が決定されたことが影響していると考えられる。一

　 方,干 ナマコのキログラムあた りの輸入単価は,1980年 か ら1990年 までの11年 間 の平均で

　 1.51米 ドルである。同期間のシンガポールの平均輸入単価は5.66米 ドルであり,中 国の平均

　 輸入単価の3.7倍 である。中国が輸入する干ナマコは量がおおいものの,低 級種の割合が圧

　 倒的におおいことが予測される。

43)三 鮮料理とは,3種 類の魚介類を具にもちいた中国料理で,麺 や妙飯などの応用料理であ

　 る。 ソウルでは,エ ビ,貝 類,熱 帯産干ナマコに肉や野菜が調理されていることがおおく,

　 三鮮妙飯の価格は,通 常の妙飯の2倍 ほど高 く設定されていた。

44)　 1999年2月,ソ ウル市内の北倉洞(Pukch'ang　 Dong)と よばれる中華街では,　S.　varleg-

　 atusが 多数売られていた。なかには 「原産地フィリピン」 と銘記されたものもあった。いず

　 れ も7～10セ ンチ メー トルの寸法で,キ ログラムあた り33米 ドルで販売されていた。この寸

　 法のs.variegatusは,フ ィリピンではLサ イズに分類 される。 ソウルの小売 り価格は,プ

　 エル トプリンセサにおける仲買価格のおよそ2.6倍 に相当する(表6参 照)。

45)非 華人系フィリピン人にみられる干ナマコ人気は,ナ マコが低 コレステロールであるうえ,

　 蛋白質に富む食品であることが原因である(Gamboa　 et　al.1999)。

46)干 ナマコ需要の拡大は,ア ジア各国でみられたバブル経済とそれにともな うグルメブーム

　 と無関係ではない。 もちろん,グ ルメブームは干ナマコ消費の増大のみにかぎらない。たと

　 えぽ,香 港におけるフカのひれ価格は1980年 代後半に高騰した。ふかひれブームは,香 港に

　 か ぎらず,東 南アジアの主要都市でもみられた。鈴木隆史によると,イ ンドネシアでは,

　 1980年 代後半にジャカルタやスラバヤなどの大都市に高級ホテルや中国料理レス トランが誕

　 生 した。なかにはふかひれ料理専門店も誕生 し,イ ン ドネシア国内でもフカのひれ需要が増
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大したという(鈴 木1997:86)。 マニラでも1990年 代前半にふかひれ料理専門店が登場 した。

また,1990年 代になってシソガポールや香港,中 国南部などでハタ科の活魚需要が顕在化 し

(田和1998),東 南 アジア各国でハタ科の漁獲がさかんとなった。ナマコにかぎらず,高 級

中国料理 グルメブームが東南アジアの漁村におよぼす影響は,総 合的に考察されねばならな

い問題である。
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付 表A　 干 ナマ コの輸 入(1978-1993)

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

 q 3,000 2,822 2,414 2,597 3,222 4,979 6,438 12,159 10,886 12,339 13,161 8,451 11,929 11,336 9,278 6,913
 v 6,297 8,423 9,739 11,029 11,499 13,032 14,307 23,933 25,605 29,944 42,870 34,909 54,224 58,687 42,601 33,554
v/q 2.10 2.98 4.03 4.25 3.57 2.62 2.22 1.97 2.35 2.43 3.26 4.13 4.55 5.18 4.59 4.85

q 1,028 971 962 1,055 1,124 1,998 2,905 6,209 5,194 5,896 7,717 4,527 6,596 7,885 4,929 4,531
v 2,500 3,076 4,157 4,427 4,697 5,959 6,467 11,531 14,241 16,920 24,499 17,219 29,714 35,481 20,547 19,162

v/q 2.43 3.17 4.32 4.20 4.18 2.98 2.23 1.86 2.74 2.87 3.17 3.80 4.50 4.50 4.17 4.23

q 670 639 467 446 506 533 590 637 803 829 1,212 1,032 1,068 1,415 1,359 855
v 1,671 2,293 2,288 2,678 2,917 3,373 3,308 2,899 4,409 4,395 7,263 6,083 6,806 10,555 10,976 6,886

v/q 2.49 3.59 4.90 6.00 5.76 6.33 5.61 4.55 5.49 5.30 5.99 5.89 6.37 7.46 8.08 8.05

q 1 27 59 200 933 1,642 4,531 3,916 4,319 2,620 1,365 2,112
v 12 26 129 475 1,346 1,885 6,577 4,133 3,698 3,229 2,756 3,841

v/q 12.0 0.96 2.19 2.38 1.44 1.15 1.45 1.06 0.86 1.23 2.02 1.82

-7 v -Y7
q 578 606 531 528 921 1,084 940 333 490 406 400 418 432 452 401 335
v 329 309 367 863 809 907 1,155 1,020 1,016 922 947 1,361 1,020 1,176 1,081 761

v/q 0.57 0.51 0.69 1.63 0.88 0.84 1.23 3.06 2.07 2.27 2.37 3.26 2.36 2.60 2.70 2.27

q 6 6 9 9 4 1 0 5 2 1 0
v 55 56 81 76 38 10 2 44 14 10 1

v/q 9.17 9.33 9.00 8.44 9.50 10.0 8.80 7.00 10.0

FI q 7 30 23 13 5 10 452 364 18 21
v 32 115 85 36 18 130 4,860 4,275 265 327

v/q 4.57 3.83 3.70 2.77 3.60 13.0 10.8 11.7 14.7 15.6

出 所:FA　 D}'earbook,　 Fishery　Statisticsよ り筆 者 作 成 。

　 注:輸 入量qは メ トリ ック トン,輸 入額vは1,000米 ドル 。v/qは キ ロ グ ラム あ た りの平 均 単 価 を 米 ドル で あ らわす 。 空 欄 は デ ー タな し。
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付 表Bプ エ ル トプ リンセ サ に お け る干 ナ マ コの買 付 け 価 格(PHP/kg)1)

 2) A s C D

1 putian H. scabra XL 1,300 1,000 1,000
L 1,000 900 1,000 900

M 700 650 680 600

S 400 370 330 210

XS 300 270 210 180

2 susuan H. fuscogilva XL 950 920

L 900 860 1,050 950

M 750 650 750 600

S 550 470 440 350
XS 400 200

3 katro-kantos S. chloronotus n/a 700 650 600 550
4 bakungan H. nobilis L 650 600 580 350

M 550 470

S 450 300 200

XS 400 190

5 buliq-buliq Actinopyga spp. L 650 650 650 630

M 450 450 430 400

S 350 350 340 320

XS 250 300 200

6 hanginan S. variegatus L 550 550 540 530

M 400 380 360 380

S 300 280 270 280
XS 180 180 200 200

7 tinikan T. ananas L 450 470 420 410
S 350 300

8 hudhud n/a L 420 340 350 300

S 200

9 khaki L 360 350 340 250

M 220 220 230 200

S 160 160 170 160

XS 100 120 100

10 leopard B. argus L 230 240 230 215

S 160

11 lawayan Bohadschia sp. L 160 160 160 150

M 120 120 115 110

S 80 80 80 70

12 legs T. anax n/a 150 140 155 140

13 black beauty H. atra L 110 140 150 105
M 70 75 85 60
S 30 35 45 38

XS 20

14 white beauty n/a 110 120 150 130

15 brown beauty n/a 100 90 125 100

16 red beauty H. edulis n/a 100 90 110 100

17 sapatos H. fucopunctata3) n/a 80 90 85 75

18 bulaklak B. graeffei n/a 60 50 85 70

19 patola H. leucospilota n/a 80 85 75 100

20 labuyuq n/a 28 27 30 25

出 所:赤 嶺(1999c)。

　 注:D価 格 は い ず れ もキ ロ グ ラム あた りの フ ィ リピ ソペ ソ。1998年10月 現 在 の もの 。

　 　 　2)空 欄 は 不 明 。

　 　 　3)Cannon　 and　Silver(1994)は,　 H.　axiologaと して い る。
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